
表紙は、８月28日（日）に行われた

第11回和水町分館親善ペタンク大会の様子です。

みなさん仲間と一緒に楽しそうにペタンクを

していました。詳しくは、10ページをご覧ください。
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2億6,240万円個　人
町民税

3,551万円法　人
4億599万円固定資産税
3,730万円軽自動車税
5,737万円町たばこ税
292万円入湯税

8億150万円合　計

収入額税　目

75億1,688万円入ってきたお金（歳入）

65億1,518万円使ったお金（歳出）

10億170万円差し引き額

4,789万円
平成28年度に繰越して
使うお金

9億5,381万円実質収支

金　額項　目

町税の内訳 一般会計の財布

特 集
【
和
水
町
の
財
布
】

町
の
お
金
を
出
し
入
れ
す
る
た

め
に
、「
一
般
会
計
」、「
特
別
会
計
」

と
い
う
財
布
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

通
常
出
し
入
れ
す
る
お
金
は「
一
般

会
計
」と
い
う
財
布
、そ
し
て「
特
別

会
計
」と
い
う
財
布
は
、特
定
の
事

業
の
た
め
に
使
う
お
金
を
出
し
入

れ
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。「
特
別

会
計
」と
い
う
財
布
の
中
は
９
の
仕

切
り
に
分
か
れ
て
い
て
、病
院
事
業

や
簡
易
水
道
事
業
な
ど
の「
公
営
企

業
会
計
」、国
民
健
康
保
険
事
業
や

介
護
保
険
事
業
な
ど
の「
公
営
企
業

会
計
以
外
の
特
別
会
計
」に
分
け
ら

れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
以
外
に
は
使

わ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
プ
ラ
ス
決
算
の
一
般
会
計
】

「
一
般
会
計
」の
財
布
か
ら
出
し

入
れ
し
た
お
金
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
ょ
う
。平
成
27
年
度
に
入
っ
て
き

た
お
金（
歳
入
）は
75
億
１
，６
８
８

万
円
、そ
こ
か
ら
使
っ
た
お
金（
歳

出
）は
65
億
１
，５
１
8
万
円
で
し

た
。差
し
引
き
10
億
１
７
０
万
円
、

そ
の
う
ち
平
成
28
年
度
へ
事
業
を

繰
り
越
し
て
使
う
お
金
４
，７
８
９

万
円
を
差
し
引
い
た
額
が
９
億
５
，

３
８
１
万
円
と
な
り
、こ
れ
が
実
質

収
支
額
で
す
。

【
歳
入
の
25・1
％
が
自
主
財
源
】

入
っ
て
く
る
お
金（
歳
入
）の
中
は

２
つ
の
財
源
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。自
主
財
源
は
、町
が
自
主
的
に

収
入
で
き
る
財
源
の
こ
と
で
、町

税
、分
担
金
及
び
負
担
金
、使
用
料
、

手
数
料
、財
産
収
入
、寄
附
金
、繰
入

金
、繰
越
金
、諸
収
入
な
ど
で
す
。も

う
一
つ
の
依
存
財
源
は
、国
や
県
の

基
準
に
基
づ
き
交
付
さ
れ
た
り
、割

り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
財
源
で
、地

方
交
付
税
、地
方
譲
与
税
、国
庫
支

出
金
、県
支
出
金
、地
方
債
な
ど
で

す
。割
合
を
見
て
み
る
と
、自
主
財

源
が
25
・
１
％
、依
存
財
源
が
74
・

９
％
と
な
っ
て
お
り
、自
主
財
源
比

率
は
低
く
、国
、県
か
ら
の
依
存
財

源
に
頼
っ
て
い
る
状
況
で
す
。今
後

も
、町
税
の
徴
収
強
化
、定
住
促
進

や
企
業
誘
致
等
の
取
組
み
に
よ
り

自
主
財
源
を
増
や
す
努
力
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

町
で
は
、新
し
い
年
度
が
始
ま
る

前
に「
当
初
予
算
」を
組
み
ま
す
。目

的
ご
と
に
細
か
く
決
め
ら
れ
た
当

初
予
算
に
よ
っ
て
、そ
の
年
度
の
支

　
　
　
　
　―
平
成
２７
年
度
決
算
か
ら
見
る
町
の
財
政
事
情
―

決
算
報
告

依存財源
74.9％

自主財源
25.1％

出
が
行
わ
れ
ま
す
。平
成
２７
年
度
の

一
般
会
計
の
歳
出
、町
が
使
っ
た
お
金

は
６５
億
１
，５
１
８
万
円
で
、最
も
多

い
の
が
民
生
費
、次
に
総
務
費
、公

債
費
、土
木
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
額
を
人
口
で
割
る
と
、町

民
一
人
当
た
り
に
使
わ
れ
た
お
金
は

約
６１
万
円
と
な
り
ま
す
。

平
成
２７
年
度
の
町
の
決
算
が
９
月
町
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２７
年
度
に
町
に
ど
の
く
ら
い
の
お
金
が
入
っ
た
の
か
、ま
た
、町
は
ど
の
く
ら
い
お
金
を
使
っ
た
の
か
報
告
し
ま
す
。

※

四
捨
五
入
の
関
係
上
、
合
計
数
値
が
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

自主財源と依存財源の割合

決
算

　
一
会
計
年
度
の
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行

実
績
。

歳
入

　
会
計
年
度
に
お
け
る
全
て
の
収
入
。

歳
出

　
会
計
年
度
に
お
け
る
全
て
の
支
出
。

自
主
財
源

　
地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
に
収
入
で
き

る
財
源
。地
方
税
、分
担
金
及
び
負
担
金
、

使
用
料
、手
数
料
、財
産
収
入
、寄
付
金
、

繰
入
金
、繰
越
金
、諸
収
入
。

依
存
財
源

　
国
や
県
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
額
を
交
付

さ
れ
た
り
、割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
も

の
国
庫
支
出
金
、県
支
出
金
、地
方
交
付
税
、

地
方
譲
与
税
な
ど
。

基
金

　
特
定
の
目
的
の
た
め
に
、維
持
あ
る
い

は
積
立
て
る
資
金
又
は
財
産
。そ
の
目
的

に
よ
っ
て
、順
次
積
立
て
て
い
く
も
の
、定

額
を
運
用
し
て
い
く
も
の
な
ど
が
あ
る
。

起
債（
地
方
債
）

　
施
設
整
備
な
ど（
下
水
道
や
学
校
、道
路

な
ど
）の
た
め
に
年
度
を
越
え
て
長
期（
１

年
以
上
）に
借
り
入
れ
る
お
金
を「
起
債

（
地
方
債
を
起
こ
す
こ
と
：
借
金
）」と
い

う
。学
校
や
道
路
、施
設
な
ど
は
将
来
に
わ

た
り
継
続
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
今
の
世
代
と
次
の
世
代
の
税
金
で
建

設
費
用
を
返
済
と
い
う
形
で
分
担
し
て
も

ら
う
効
果
が
あ
る
。家
計
に
た
と
え
る
と
、

家
を
建
て
る
際
に
大
き
な
金
額
を
一度
に

支
払
え
な
い
た
め
、場
合
に
よ
っ
て
は
子
ど

も
と
ニ
世
代
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
長
期
に
返

済
す
る
行
為
と
い
え
ま
す
。

財
政
用
語
辞
典

町民一人当たりに換算 （平成28年3月31日現在　人口10,647人で計算）
町民一人に
使われたお金 611,927円 町民一人が

支払った町税 75,280円
基金（貯金）の状況 起債（借金）の状況
和水町の全会計の基金（貯金）の残高は80億9,107万円となっています。
町民一人当たりに換算すると

和水町の全会計の起債（借金）の残高は90億151万円となっています。
町民一人当たりに換算すると

一人当たり≒ ８49，199円一人当たり≒ 763，309円

町の家計簿

10.7％31,988円給料
（住民税、固定資産税などの町税）

68.4％205,008円親からの仕送り
（地方交付税、国県支出金など）

2.5％7,437円その他の収入
（分担金、使用料、諸収入など）

6.5％19,571円借入金（町債）

100.0％300,000円収入合計

構成比金　額内　　訳

11.9％35,996円前月からの繰越し（繰越金）

収入

支出

15.1％45,332円食費など（人件費）

8.7％26,136円光熱水費、通信費（物件費）

10.0％29,897円家の新築や車の修理
（投資的経費、維持補修費）

11.9％35,571円介護・医療費（扶助費）

100.0％300,000円支出合計

構成比金　額内　　訳

26.1％78,221円家族への仕送り
（繰出金、補助費など）

2.2％6,751円保険など（積立金）

12.7％38,115円ローンの返済（公債費）

13.3％39,977円翌月への繰越し（繰越金）

平成27年度一般会計決算額を１ヵ月の
家計簿に例えると…（月収３０万円と仮定）

収入の4分の3を親からの仕送りと借入金にたよって
おり、給料はわずか10.7%といった状況です。支出
ではローン返済（公債費）は減少し、食料費（人件費）、
介護・医療費（扶助費）は増加しました。

歳出決算額は前年度と比べて８．１％の減です。総務費、衛生費、教育費
等の減が主な要因です。

歳入決算額は前年度と比べて５．９％の減です。これは町税の減や、
財政調整基金繰入金の減によるものです。

歳 出歳 入 65億1,518万円75億1,688万円

町税
8億150万円（10.7％）

町債
4億9,039万円（6.5％）

地方譲与税
6,979万円（0.9%）
利子割交付金
105万円（0.0%）
配当割交付金
380万円（0.1%）
株式等譲渡所得割交付金
323万円（0.0%）
地方消費税交付金
2億867万円（2.8%）
ゴルフ場利用税交付金
1,108万円（0.1%）
自動車取得税交付金
942万円（0.1%）
地方特例交付金
231万円（0.0%）
交通安全対策特別交付金
165万円（0.0%）

分担金及び負担金
4,544万円（0.6%）
使用料及び手数料
5,454万円（0.7%）
財産収入
837万円（0.1%）
寄付金
477万円（0.1%）
繰入金
1,782万円（0.2%）
繰越金
9億193万円（12.0%）
諸収入
5,539万円（0.7%）

依
存
財
源
比
率
74
．9
％

自
主
財
源
比
率

25.
．1
％

地方交付税
35億6,354万円（47.4％）

国庫支出金
6億1,717万円（8.2％）

県支出金
6億4,505万円（8.6％）

一般会計の歳入から歳出を
差し引いた額は１０億１７０万
円。この額から平成２８年度
に繰越して使う金額を引い
た実質収支額は９億５，３８１
万円となります。

総務費
10億596万円（15.4％）

民生費
17億2,983万円（26.6％）

衛生費
5億8,605万円（9.0％）
農林水産業費
4億7,720万円（7.3％）

土木費
7億2,090万円（11.1％）

教育費
5億4,636万円（8.4％）

災害復旧費
2,084万円（0.3％）

消防費
2億1,608万円（3.3％）

商工費
1億5,500万円（2.4％）

議会費
1億195万円（1.6％）

公債費
9億5,503万円（14.7％）

なるほど!?
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の
額
を
人
口
で
割
る
と
、町

民
一
人
当
た
り
に
使
わ
れ
た
お
金
は

約
６１
万
円
と
な
り
ま
す
。

平
成
２７
年
度
の
町
の
決
算
が
９
月
町
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２７
年
度
に
町
に
ど
の
く
ら
い
の
お
金
が
入
っ
た
の
か
、ま
た
、町
は
ど
の
く
ら
い
お
金
を
使
っ
た
の
か
報
告
し
ま
す
。

※

四
捨
五
入
の
関
係
上
、
合
計
数
値
が
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

自主財源と依存財源の割合

決
算

　
一
会
計
年
度
の
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行

実
績
。

歳
入

　
会
計
年
度
に
お
け
る
全
て
の
収
入
。

歳
出

　
会
計
年
度
に
お
け
る
全
て
の
支
出
。

自
主
財
源

　
地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
に
収
入
で
き

る
財
源
。地
方
税
、分
担
金
及
び
負
担
金
、

使
用
料
、手
数
料
、財
産
収
入
、寄
付
金
、

繰
入
金
、繰
越
金
、諸
収
入
。

依
存
財
源

　
国
や
県
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
額
を
交
付

さ
れ
た
り
、割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
も

の
国
庫
支
出
金
、県
支
出
金
、地
方
交
付
税
、

地
方
譲
与
税
な
ど
。

基
金

　
特
定
の
目
的
の
た
め
に
、維
持
あ
る
い

は
積
立
て
る
資
金
又
は
財
産
。そ
の
目
的

に
よ
っ
て
、順
次
積
立
て
て
い
く
も
の
、定

額
を
運
用
し
て
い
く
も
の
な
ど
が
あ
る
。

起
債（
地
方
債
）

　
施
設
整
備
な
ど（
下
水
道
や
学
校
、道
路

な
ど
）の
た
め
に
年
度
を
越
え
て
長
期（
１

年
以
上
）に
借
り
入
れ
る
お
金
を「
起
債

（
地
方
債
を
起
こ
す
こ
と
：
借
金
）」と
い

う
。学
校
や
道
路
、施
設
な
ど
は
将
来
に
わ

た
り
継
続
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
今
の
世
代
と
次
の
世
代
の
税
金
で
建

設
費
用
を
返
済
と
い
う
形
で
分
担
し
て
も

ら
う
効
果
が
あ
る
。家
計
に
た
と
え
る
と
、

家
を
建
て
る
際
に
大
き
な
金
額
を
一度
に

支
払
え
な
い
た
め
、場
合
に
よ
っ
て
は
子
ど

も
と
ニ
世
代
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
長
期
に
返

済
す
る
行
為
と
い
え
ま
す
。

財
政
用
語
辞
典

町民一人当たりに換算 （平成28年3月31日現在　人口10,647人で計算）
町民一人に
使われたお金 611,927円 町民一人が

支払った町税 75,280円
基金（貯金）の状況 起債（借金）の状況
和水町の全会計の基金（貯金）の残高は80億9,107万円となっています。
町民一人当たりに換算すると

和水町の全会計の起債（借金）の残高は90億151万円となっています。
町民一人当たりに換算すると

一人当たり≒ ８49，199円一人当たり≒ 763，309円

町の家計簿

10.7％31,988円給料
（住民税、固定資産税などの町税）

68.4％205,008円親からの仕送り
（地方交付税、国県支出金など）

2.5％7,437円その他の収入
（分担金、使用料、諸収入など）

6.5％19,571円借入金（町債）

100.0％300,000円収入合計

構成比金　額内　　訳

11.9％35,996円前月からの繰越し（繰越金）

収入

支出

15.1％45,332円食費など（人件費）

8.7％26,136円光熱水費、通信費（物件費）

10.0％29,897円家の新築や車の修理
（投資的経費、維持補修費）

11.9％35,571円介護・医療費（扶助費）

100.0％300,000円支出合計

構成比金　額内　　訳

26.1％78,221円家族への仕送り
（繰出金、補助費など）

2.2％6,751円保険など（積立金）

12.7％38,115円ローンの返済（公債費）

13.3％39,977円翌月への繰越し（繰越金）

平成27年度一般会計決算額を１ヵ月の
家計簿に例えると…（月収３０万円と仮定）

収入の4分の3を親からの仕送りと借入金にたよって
おり、給料はわずか10.7%といった状況です。支出
ではローン返済（公債費）は減少し、食料費（人件費）、
介護・医療費（扶助費）は増加しました。

歳出決算額は前年度と比べて８．１％の減です。総務費、衛生費、教育費
等の減が主な要因です。

歳入決算額は前年度と比べて５．９％の減です。これは町税の減や、
財政調整基金繰入金の減によるものです。

歳 出歳 入 65億1,518万円75億1,688万円

町税
8億150万円（10.7％）

町債
4億9,039万円（6.5％）

地方譲与税
6,979万円（0.9%）
利子割交付金
105万円（0.0%）
配当割交付金
380万円（0.1%）
株式等譲渡所得割交付金
323万円（0.0%）
地方消費税交付金
2億867万円（2.8%）
ゴルフ場利用税交付金
1,108万円（0.1%）
自動車取得税交付金
942万円（0.1%）
地方特例交付金
231万円（0.0%）
交通安全対策特別交付金
165万円（0.0%）

分担金及び負担金
4,544万円（0.6%）
使用料及び手数料
5,454万円（0.7%）
財産収入
837万円（0.1%）
寄付金
477万円（0.1%）
繰入金
1,782万円（0.2%）
繰越金
9億193万円（12.0%）
諸収入
5,539万円（0.7%）

依
存
財
源
比
率
74
．9
％

自
主
財
源
比
率

25.
．1
％

地方交付税
35億6,354万円（47.4％）

国庫支出金
6億1,717万円（8.2％）

県支出金
6億4,505万円（8.6％）

一般会計の歳入から歳出を
差し引いた額は１０億１７０万
円。この額から平成２８年度
に繰越して使う金額を引い
た実質収支額は９億５，３８１
万円となります。

総務費
10億596万円（15.4％）

民生費
17億2,983万円（26.6％）

衛生費
5億8,605万円（9.0％）
農林水産業費
4億7,720万円（7.3％）

土木費
7億2,090万円（11.1％）

教育費
5億4,636万円（8.4％）

災害復旧費
2,084万円（0.3％）

消防費
2億1,608万円（3.3％）

商工費
1億5,500万円（2.4％）

議会費
1億195万円（1.6％）

公債費
9億5,503万円（14.7％）

なるほど!?
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6億2,038万円特　　老
建設基金

62万円国保財政
調整基金

基金残高基金名

加入世帯は、1,707世帯、被保険者
数は3,040人。

要介護（要支援）認定者は867人。
保険給付費は、13億6,031万円。

入所定員120床のうち39，778人
の利用がありました。デイサービス
利用者は年間延べ4,729人。

簡易水道（大藤地区・馬場地区・
東郷地区）を管理運営。1,471人に
給水。

下水道１施設を管理運営。加入人口
は1,119人。

合併浄化槽の管理運営。27年度は
29基設置。町内の全整備(管理）基
数は602基。

特別会計の基金積立状況は平
成28年3月31日現在で下記の
とおりとなっています。

春富区の山林の財産を管理している
会計。

被保険者数は2,540人（75歳以上
の人、一定の障がいをお持ちの65
歳以上74歳未満の人）。

特
定
の
目
的
な
ど
の
た
め
に
一
般
会
計
と
は
区
別
し
て

経
理
し
て
い
る
会
計
で
、９
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。

特
別
会
計

自
治
体
で
も
法
律
で
収
益
が
認
め
ら
れ
て
い
る

企
業
会
計
で
す
。

和
水
町
病
院
事
業
会
計
の
み
該
当
し
ま
す
。

公
営
企
業
会
計

（
法
適
用
）

財
政
健
全
化
法

　
平
成
19
年
６
月「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」が
成
立
、公
布
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
法
律
は
和
水
町
を
は
じ
め
と
し

た
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を
４
つ
の
指
標
に
よ
り
表
し
、そ
の
健

全
度
を
測
る
こ
と
で
、破
た
ん
を
防
ぎ
早
期
に
健
全
化
を
促
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

健全化判断比率
健全化判断比率で示された４指標。指標の数値によって、まず早期健全化団体
になり自主努力による改善、だめなら財政健全化団体として国が関与する２段
構えの仕組みになっています。

　一般会計を対象とした指標です。一般会計
の収支（歳入－歳出）から、翌年度に繰り越すべ
き財源を差し引いた決算額が赤字になる場
合、赤字額の標準財政規模（※1）に対する割
合を表したのが、実質赤字比率です。和水町で
は平成２７年度一般会計決算の実質収支額は
９億５，３８１万円の黒字となるため、比率は算
定されません。

　借金の返済負担の重さを示す指標で、全会
計および一部事務組合等が対象範囲となり３か
年の平均値で表わします。借金の返済にかかる
お金は、ひとたび増大してしまうと短期間での
削減や先送りすることが困難なため、一定以上
の規模にならないようにすることが大切です。
和水町は前年度の６.４％から０．３％増の６．７％
となっていますが、単年度比率では昨年度より
も減少しており、健全に推移しています。

　すべての会計（和水町の場合、一般会計と８の
特別会計（春富財産区特別会計を除く）を対象と
した指標で、全会計における赤字・黒字の要素を
合算して財政状況を判断します。各会計決算の
実質収支額の合計が赤字になる場合、比率が算
定されます。和水町では、全会計の実質収支額
の合計は１７億１，６８０万円の黒字となるため、
比率は算定されません。

　すべての会計と一部事務組合等、第三セク
ターを含めて、将来負担しなければならない額
を示した比率です。地方公共団体の負債（借金
の残高）の状況や将来の収支の見通しを明らか
にするため、新たに導入されました。この比率
が高ければ、標準財政規模に比べて将来負担
が大きいということになり、今後の財政運営が
圧迫される可能性があります。

実質公債費比率（6.7％）

連結実質赤字比率（赤字なし）将来負担比率（なし）

実質赤字比率（赤字なし）

　公営企業会計の資金不足額の事業規模に対
する比率です。比率は会計ごとに算定し、比率
が高ければ経営状況に問題があります。公営企
業のサービスは病院や下水道など、日常生活に
欠くことができないため、早期の経営健全に向
けて別途に比率が算定されます。和水町では４
の公営企業に関わる会計すべてにおいて、資金
不足額はありません。

※標準財政規模：地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう一般財源の総量（町税、地方交付税など）

　平成２７年度決算から見る和水町の財
政状況は、健全であるといえます。
　しかし、少子高齢化の進展による扶助
費の増加や国・県の厳しい財政状況の中
で、今後の財政運営は厳しくなることが予
想されます。
　こうしたことから、長期的な財政運営を
視野に入れ、歳入においては、町税等の収
納率向上や受益者負担の適正化及び新た
な財源確保を図ること、歳出においては、
事務事業の見直し、優先順位を付けた投
資事業の選定を行い、これまで以上に堅
実な財政運営を行ってまいります。
　町民の皆様には財政事情
の公表等を通じてお伝えし
ていきますので、ご理解の
ほどよろしくお願いします。

歳入額 17億4,543万円
歳出額 17億3,812万円
差引額        　731万円

国民健康保険事業会計

歳入額 16億5,233万円
歳出額 14億9,992万円
差引額    1億5,241万円

介護保険事業会計

歳入額 5億　155万円
歳出額 4億7,654万円
差引額      2,501万円

特別養護老人ホーム事業会計

歳入額 9,572万円
歳出額 7,796万円
差引額 1,776万円

簡易水道事業会計

歳入額 9,688万円
歳出額 8,701万円
差引額    987万円

下水道事業会計

歳入額 1億1,514万円
歳出額   　9,756万円
差引額　　1,758万円

特定地域生活排水処理事業会計

歳入額 136万円
歳出額   15万円
差引額 121万円

歳入額 1億4,793万円
歳出額 1億4,090万円
差引額 　　  703万円

春富財産区特別会計後期高齢者医療事業会計基金積立状況

病床数91床で入院は年間延べ
23,637人。外来は年間延べ
26,372人。健診受診者年間
延べ2,720人。

歳入額 8億8,908万円
歳出額 9億7,013万円
差引額 　▲8,105万円

病院事業会計〔収益的収支〕

和水町

健全段階 再生段階早期健全化
段階

0％ 12.5％ 20.0％

和水町 6.7％

健全段階 再生段階早期健全化
段階

0％ 25.0％ 35.0％

和水町

健全段階 再生段階早期健全化
段階

0％ 17.5％ 40.0％

和水町

健全段階 早期健全化段階

0％ 20.0％

和水町

健全段階 早期健全化段階

0％ 350.0％

（経営健全化基準）

※四捨五入の関係上、合計数値が合わない場合があります。

資金不足比率（資金不足額なし）

資金不足比率（資金不足額なし）
公営企業会計４事業の資金不足額（赤字）の比率です。

国民健康保険
事業会計

介護保険
事業会計

後期高齢者
医療事業会計

特別養護老人
ホーム事業会計

病院事業会計

簡易水道
事業会計

下水道
事業会計

特定地域生活
排水処理事業会計

一般会計

法
適
用

法
非
適
用

公
営
企
業
会
計

公
営
事
業
会
計

普
通

会
計

和

　
　水

　
　町

一部事務組合・広域連合など

第三セクターなど

実
質
赤
字
比
率

資
金
不
足
比
率（
各
会
計
毎
に
算
定
）

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率
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6億2,038万円特　　老
建設基金

62万円国保財政
調整基金

基金残高基金名

加入世帯は、1,707世帯、被保険者
数は3,040人。

要介護（要支援）認定者は867人。
保険給付費は、13億6,031万円。

入所定員120床のうち39，778人
の利用がありました。デイサービス
利用者は年間延べ4,729人。

簡易水道（大藤地区・馬場地区・
東郷地区）を管理運営。1,471人に
給水。

下水道１施設を管理運営。加入人口
は1,119人。

合併浄化槽の管理運営。27年度は
29基設置。町内の全整備(管理）基
数は602基。

特別会計の基金積立状況は平
成28年3月31日現在で下記の
とおりとなっています。

春富区の山林の財産を管理している
会計。

被保険者数は2,540人（75歳以上
の人、一定の障がいをお持ちの65
歳以上74歳未満の人）。

特
定
の
目
的
な
ど
の
た
め
に
一
般
会
計
と
は
区
別
し
て

経
理
し
て
い
る
会
計
で
、９
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。

特
別
会
計

自
治
体
で
も
法
律
で
収
益
が
認
め
ら
れ
て
い
る

企
業
会
計
で
す
。

和
水
町
病
院
事
業
会
計
の
み
該
当
し
ま
す
。

公
営
企
業
会
計

（
法
適
用
）

財
政
健
全
化
法

　
平
成
19
年
６
月「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」が
成
立
、公
布
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
法
律
は
和
水
町
を
は
じ
め
と
し

た
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
を
４
つ
の
指
標
に
よ
り
表
し
、そ
の
健

全
度
を
測
る
こ
と
で
、破
た
ん
を
防
ぎ
早
期
に
健
全
化
を
促
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

健全化判断比率
健全化判断比率で示された４指標。指標の数値によって、まず早期健全化団体
になり自主努力による改善、だめなら財政健全化団体として国が関与する２段
構えの仕組みになっています。

　一般会計を対象とした指標です。一般会計
の収支（歳入－歳出）から、翌年度に繰り越すべ
き財源を差し引いた決算額が赤字になる場
合、赤字額の標準財政規模（※1）に対する割
合を表したのが、実質赤字比率です。和水町で
は平成２７年度一般会計決算の実質収支額は
９億５，３８１万円の黒字となるため、比率は算
定されません。

　借金の返済負担の重さを示す指標で、全会
計および一部事務組合等が対象範囲となり３か
年の平均値で表わします。借金の返済にかかる
お金は、ひとたび増大してしまうと短期間での
削減や先送りすることが困難なため、一定以上
の規模にならないようにすることが大切です。
和水町は前年度の６.４％から０．３％増の６．７％
となっていますが、単年度比率では昨年度より
も減少しており、健全に推移しています。

　すべての会計（和水町の場合、一般会計と８の
特別会計（春富財産区特別会計を除く）を対象と
した指標で、全会計における赤字・黒字の要素を
合算して財政状況を判断します。各会計決算の
実質収支額の合計が赤字になる場合、比率が算
定されます。和水町では、全会計の実質収支額
の合計は１７億１，６８０万円の黒字となるため、
比率は算定されません。

　すべての会計と一部事務組合等、第三セク
ターを含めて、将来負担しなければならない額
を示した比率です。地方公共団体の負債（借金
の残高）の状況や将来の収支の見通しを明らか
にするため、新たに導入されました。この比率
が高ければ、標準財政規模に比べて将来負担
が大きいということになり、今後の財政運営が
圧迫される可能性があります。

実質公債費比率（6.7％）

連結実質赤字比率（赤字なし）将来負担比率（なし）

実質赤字比率（赤字なし）

　公営企業会計の資金不足額の事業規模に対
する比率です。比率は会計ごとに算定し、比率
が高ければ経営状況に問題があります。公営企
業のサービスは病院や下水道など、日常生活に
欠くことができないため、早期の経営健全に向
けて別途に比率が算定されます。和水町では４
の公営企業に関わる会計すべてにおいて、資金
不足額はありません。

※標準財政規模：地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう一般財源の総量（町税、地方交付税など）

　平成２７年度決算から見る和水町の財
政状況は、健全であるといえます。
　しかし、少子高齢化の進展による扶助
費の増加や国・県の厳しい財政状況の中
で、今後の財政運営は厳しくなることが予
想されます。
　こうしたことから、長期的な財政運営を
視野に入れ、歳入においては、町税等の収
納率向上や受益者負担の適正化及び新た
な財源確保を図ること、歳出においては、
事務事業の見直し、優先順位を付けた投
資事業の選定を行い、これまで以上に堅
実な財政運営を行ってまいります。
　町民の皆様には財政事情
の公表等を通じてお伝えし
ていきますので、ご理解の
ほどよろしくお願いします。

歳入額 17億4,543万円
歳出額 17億3,812万円
差引額        　731万円

国民健康保険事業会計

歳入額 16億5,233万円
歳出額 14億9,992万円
差引額    1億5,241万円

介護保険事業会計

歳入額 5億　155万円
歳出額 4億7,654万円
差引額      2,501万円

特別養護老人ホーム事業会計

歳入額 9,572万円
歳出額 7,796万円
差引額 1,776万円

簡易水道事業会計

歳入額 9,688万円
歳出額 8,701万円
差引額    987万円

下水道事業会計

歳入額 1億1,514万円
歳出額   　9,756万円
差引額　　1,758万円

特定地域生活排水処理事業会計

歳入額 136万円
歳出額   15万円
差引額 121万円

歳入額 1億4,793万円
歳出額 1億4,090万円
差引額 　　  703万円

春富財産区特別会計後期高齢者医療事業会計基金積立状況

病床数91床で入院は年間延べ
23,637人。外来は年間延べ
26,372人。健診受診者年間
延べ2,720人。

歳入額 8億8,908万円
歳出額 9億7,013万円
差引額 　▲8,105万円

病院事業会計〔収益的収支〕

和水町

健全段階 再生段階早期健全化
段階

0％ 12.5％ 20.0％

和水町 6.7％

健全段階 再生段階早期健全化
段階

0％ 25.0％ 35.0％

和水町

健全段階 再生段階早期健全化
段階

0％ 17.5％ 40.0％

和水町

健全段階 早期健全化段階

0％ 20.0％

和水町

健全段階 早期健全化段階

0％ 350.0％

（経営健全化基準）

※四捨五入の関係上、合計数値が合わない場合があります。

資金不足比率（資金不足額なし）

資金不足比率（資金不足額なし）
公営企業会計４事業の資金不足額（赤字）の比率です。

国民健康保険
事業会計

介護保険
事業会計

後期高齢者
医療事業会計

特別養護老人
ホーム事業会計

病院事業会計

簡易水道
事業会計

下水道
事業会計

特定地域生活
排水処理事業会計

一般会計

法
適
用

法
非
適
用

公
営
企
業
会
計

公
営
事
業
会
計

普
通

会
計

和

　
　水

　
　町

一部事務組合・広域連合など

第三セクターなど

実
質
赤
字
比
率

資
金
不
足
比
率（
各
会
計
毎
に
算
定
）

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率
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ご長寿おめでとうございます
平成28年度  和水町金婚等表彰

百歳米　寿

金　婚（結婚50周年）

プラチナ婚（結婚70周年）

ダイヤモンド婚（結婚60周年）

100歳以上21名
最高齢　107歳

（平成28年9月30日現在）

氏　名 行政区 氏　名 行政区 氏　名 行政区 氏　名 行政区

鹿川
護

白 石 吉田
保　水

用 木 中村
舜　一

　 門 北原
興　亞

下 平 野
典　代 絹　代 トメ子 照　代

廣田
陽　一

寺 山 小林
征　勝

用 木 山下
傳　次

上 十 町 福山
安　髙

下 平 野
勝　子 昭　子 良　子 時　江

池田
徳　幸

中 路 井手
征　雄

久 米 野 渡
滿　雄

上 十 町 大塚
泰　山

中 吉 地
ヤス子 百合子 リツ子 貴美代

岩永
正　光

馬 場 川上
國　廣

久 米 野 矢野
忠　行

上 十 町 内野
己　伸

上 吉 地
チヅ子 スエ子 富　代 晴　美

石原
一　則

大 江 田 石原
利　一

下津原東 荒木
鶴　義

山 十 町 靏
義　敬

和 仁
タエ子 政　子 勝　子 敦　子

石原
修

大 江 田 岡崎
義　信

内 田 松尾
鶴　博

山 十 町 石井
忠　臣

中 和 仁
紀久代 梅　香 芳　枝 勝　代

石原
尊　美

藤 田 野田
紘　一

内 田 牛島
義　勝

板 楠 西 中村
照　男

上 和 仁
和　子 喜美子 光　子 京　子

坂井
孝　進

前 原 長瀬
照　雅

上久井原 中島
博　之

板 楠 西
百合子 キヌ子 惠　子

坂井
征　孝

米 渡 尾 髙木
義　一

　 門 井島
善　勝

西 口
あき子 博　子 サツキ

嶋田
至

用 木 塩山
嘉　久

　 門 松尾
勝　德

上大田黒
京　子 宏　子 美希子

氏　名 行政区 氏　名 行政区 氏　名 行政区 氏　名 行政区

堤
義　隆

中 原 福田
義　則

前 原 石原
功

下津原東 竹下
隆

西 口
　子 京　子 好　子 芳

齊木
正　一

中 原 松葉
敏　男

米 渡 尾 山川
大　典

江 栗 前原
道　和

上 津 田
孝　子 千代子 富　代 奈尾子

大村
自　然

中 路 泉
光　章

用 木 山川
達　雄

江 栗 竹下
昭　六

上 津 田
ミネコ スミ子 禮　子 秀　子

大林
文　喜

立 石 平川
正　夫

萩 原 荒木
忠　孝

山 十 町 陶山
光　吉

下 津 田
光　子 ジツ子 佳詞子 愛　子

石原
龍　己

大 江 田 福永
學

焼 米 松尾
祐　成

板 楠 西
勢喜子 豊　子 和　子

氏　名 行政区 氏　名 行政区 氏　名 行政区 氏　名 行政区
寺本　照海 白 石 莊山　晃弘 下津原中 𠩤𠩤𠩤𠩤𠩤 上大田黒 髙木ハツエ 馬 場
古川ハル子 白 石 坂 本 　 等 下津原西 ⻆南チヨ子 上大田黒 船津　光夫 馬 場
大谷チヨノ 北 原 嶋田　一雄 下津原西 古川　　巧 下大田黒 庄山　フミ 特 老
藥内　静子 北 原 德永　喜介 下津原西 山口　政信 下大田黒 松浦ヒサ子 特 老
満原　元善 鶯 原 田川　茂子 日 平 竹下セツ子 上 津 田 北原ツジ子 山 十 町
堤 　 一 義 中 原 多羅尾　啓 用 木 上田ハツ子 下 津 田 髙木タツミ 東 吉 地
池部　啓子 中 路 上田　秀文 萩 原 竹村シズカ 中 岩
辻　サチヨ 中 路 片岡　靖臣 萩 原 滝本ハツネ 下 岩
坂本　和子 馬 場 髙岡　一位 萩 原 髙木　繁人 東 吉 地
山口　　喬 馬 場 荒木ナツエ  浦 笹渕　流石 下 吉 地
石原　幸男 立 石 真柴　　勇  浦 　　　誠吾 上 吉 地
石原ヒサエ 大 江 田 北川多惠子 内 田 石原ハヤヲ 和 仁
甲斐テツコ 米 渡 尾 深草　正信 下久井原 佐藤　信行 和 仁
牛島ハツ子 特 老 内田　嘉子 上久井原 伊藤キヨミ 中 和 仁
豊後ミツル 特 老 江上　隼人 江 栗 檀　　儀市 中 和 仁
米田アヤ子 特 老 德永　君子 江 栗 井 田 　 　 上 和 仁
平田ミヨ子 特 老 福永　二美  門 柿原スエ子 上 和 仁
笹𠩤𠩤𠩤𠩤 特 老 山下　春子 上 十 町 草野　菊代 上 和 仁
谷﨑レイ子 特 老 竹下ヤス子 山 十 町 草野　金吾 上 和 仁
池上ムツ子 特 老 池上　キス 中 十 町 草野タミヱ 上 和 仁
山﨑　友貞 特 老 池上　辰男 中 十 町 中村テルミ 上 和 仁
坂本トヨミ 久 米 野 北原千壽子 板 楠 東 𠩤𠩤𠩤𠩤𠩤 上 和 仁
嶋田　一見 久 米 野 坂本　富子 板 楠 東
中嶋ミフ子 久 米 野 竹下　昭三 板 楠 東
梅田不二男 岩 尻 浦部　賴男 板 楠 西
福 永 　 巖 志 口 永 武田　一德 板 楠 西
甲斐　節子 本 村 井島　直治 西 口
松葉　太滿 本 村 井島エツ子 西 口
米川　昭三 本 村 髙山　睦代 西 口
藤山トゞメ 焼 米 中島キミ子 野 田
豊後　眞吾 大 屋 髙岡　光子 上大田黒
豊後　順子 大 屋 髙木　龍典 上大田黒

氏　名 行政区

髙岡
勝

特 　 老
初　代
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ご長寿おめでとうございます
平成28年度  和水町金婚等表彰

百歳米　寿

金　婚（結婚50周年）

プラチナ婚（結婚70周年）

ダイヤモンド婚（結婚60周年）

100歳以上21名
最高齢　107歳

（平成28年9月30日現在）

氏　名 行政区 氏　名 行政区 氏　名 行政区 氏　名 行政区

鹿川
護

白 石 吉田
保　水

用 木 中村
舜　一

　 門 北原
興　亞

下 平 野
典　代 絹　代 トメ子 照　代

廣田
陽　一

寺 山 小林
征　勝

用 木 山下
傳　次

上 十 町 福山
安　髙

下 平 野
勝　子 昭　子 良　子 時　江

池田
徳　幸

中 路 井手
征　雄

久 米 野 渡
滿　雄

上 十 町 大塚
泰　山

中 吉 地
ヤス子 百合子 リツ子 貴美代

岩永
正　光

馬 場 川上
國　廣

久 米 野 矢野
忠　行

上 十 町 内野
己　伸

上 吉 地
チヅ子 スエ子 富　代 晴　美

石原
一　則

大 江 田 石原
利　一

下津原東 荒木
鶴　義

山 十 町 靏
義　敬

和 仁
タエ子 政　子 勝　子 敦　子

石原
修

大 江 田 岡崎
義　信

内 田 松尾
鶴　博

山 十 町 石井
忠　臣

中 和 仁
紀久代 梅　香 芳　枝 勝　代

石原
尊　美

藤 田 野田
紘　一

内 田 牛島
義　勝

板 楠 西 中村
照　男

上 和 仁
和　子 喜美子 光　子 京　子

坂井
孝　進

前 原 長瀬
照　雅

上久井原 中島
博　之

板 楠 西
百合子 キヌ子 惠　子

坂井
征　孝

米 渡 尾 髙木
義　一

　 門 井島
善　勝

西 口
あき子 博　子 サツキ

嶋田
至

用 木 塩山
嘉　久

　 門 松尾
勝　德

上大田黒
京　子 宏　子 美希子

氏　名 行政区 氏　名 行政区 氏　名 行政区 氏　名 行政区

堤
義　隆

中 原 福田
義　則

前 原 石原
功

下津原東 竹下
隆

西 口
　子 京　子 好　子 芳

齊木
正　一

中 原 松葉
敏　男

米 渡 尾 山川
大　典

江 栗 前原
道　和

上 津 田
孝　子 千代子 富　代 奈尾子

大村
自　然

中 路 泉
光　章

用 木 山川
達　雄

江 栗 竹下
昭　六

上 津 田
ミネコ スミ子 禮　子 秀　子

大林
文　喜

立 石 平川
正　夫

萩 原 荒木
忠　孝

山 十 町 陶山
光　吉

下 津 田
光　子 ジツ子 佳詞子 愛　子

石原
龍　己

大 江 田 福永
學

焼 米 松尾
祐　成

板 楠 西
勢喜子 豊　子 和　子

氏　名 行政区 氏　名 行政区 氏　名 行政区 氏　名 行政区
寺本　照海 白 石 莊山　晃弘 下津原中 𠩤𠩤𠩤𠩤𠩤 上大田黒 髙木ハツエ 馬 場
古川ハル子 白 石 坂 本 　 等 下津原西 ⻆南チヨ子 上大田黒 船津　光夫 馬 場
大谷チヨノ 北 原 嶋田　一雄 下津原西 古川　　巧 下大田黒 庄山　フミ 特 老
藥内　静子 北 原 德永　喜介 下津原西 山口　政信 下大田黒 松浦ヒサ子 特 老
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○好きな食べ物
　何でも好き、特に息子が作った野菜が好きです。

○昔の楽しみ・趣味
　70歳ごろまで日本舞踊を踊っていました。
　また、カラオケが大好きで、旅行に行くと皆の
前に出て歌っていました。

○今の楽しみ・趣味
　近所に住む幼なじみと電話をすること、孫や
ひ孫が家に来てくれること、外を眺めることです。
また、息子に野菜の世話の指導をすることです。

○２人の出会い
　姑の世話、お見合いで知り合いました。

○結婚式の思い出
　当時の結婚式は、家で行うのが主流で、自分た
ちも自宅で行いました。
　トラックの荷台で自宅まで運ばれたのが結婚式
の思い出です。

○現在の趣味・楽しみ
（忠孝さん）和紙作り、和紙の研修で全国各地へ

行ったが、和紙をすく技術は誰にも
負けない自信があります。

（佳詞子さん）料理をすること、何でも作れる。
自分の料理を食べた孫が、中学・高
校と６年間無欠席だったのが誇りで
す。

○若い夫婦へのメッセージ
　家庭円満のためには夫婦どちらも思いやりが大切
です。

祝ダイヤモンド婚

○２人の出会い
　幼少期からの幼なじみです。

○結婚式の思い出
　結婚式は公民館で行い、仲人と一緒に奥さんを
もらいにいきました。

○現在の趣味・楽しみ
（義一さん）仕事から帰って焼酎を飲むことです。

（博子さん）特にはないが、義一さんの弁当は絶
対に手作りしています。

○若い夫婦へメッセージ」
　辛抱すること、見返りを求めないことが大切で
す。
　また、ケンカは日常茶飯事ですが、感謝するこ
とは忘れていません。

祝百歳

祝金婚
祝米寿

○仕事
　今も現役で薬屋の仕事をしています。
　今でも年に３回ほど東京に出張に行きます。

○元気の秘訣
　毎日、朝起きてから裸で30分間の乾布摩擦を
40年続けています。

○今の趣味・楽しみ
　毎週月曜に熊本市内へパソコンを習いに行くこ
とです。

○これまでの人生で嬉しかったこと
　大学に行けて、好きな英語を勉強できたことで
す。

○若い人へメッセージ
　真っ直ぐ真心を持って生きていってください。

中から １組ずつインタビューをおこないました　

ダイヤモンド婚・金婚・百歳・米寿を迎えた人の

髙木　タツミさん（東吉地）荒木　忠孝さん・佳詞子さんご夫婦（山十町）

髙木　義一さん・博子さんご夫婦（竈門）

　　　　　　　　　　 たかき　　　　あらき      ただたか  　 　　　か し こ

　　　　　 たか き　   よしかず 　　　　 ひろこ

満原　元善さん（鶯原）
　　　　　　　　　　　     みつはら　 もとよし
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Ａパート 東吉地Ｅ Ｂパート 和仁Ｅ Ｃパート 和仁Ｆ
Ｄパート 板楠西Ｃ Ｅパート 西口Ｃ Ｆパート 山十町Ａ
Ｇパート 下津田Ｂ Ｈパート 山十町Ｂ Ｉパート 下吉地Ｃ
Ｊパート 下津田Ｄ Ｋパート 和仁Ａ Ｌパート 板楠東Ａ
Ｍパート 板楠西Ａ

【ファミリーの部】
Ｎパート 馬場Ｆ Ｏパート 板楠東Ｆ Ｐパート 馬場Ｅ

優勝チーム
【一般の部】

玉名圏域定住自立圏の形成協定書調印式

きくすい荘夏祭り開催

第11回和水町分館親善ペタンク大会開催

戸上前公民館長が永年勤続職員表彰を受賞

ふれあい高齢者の集い

菊水ロマン館600万人達成

和水町では、玉名市と連携して地域活性化に取り組む
ため、国が提唱する定住自立圏構想に取り組んでいます。 

８月８日（月）、玉名市役所で玉名圏域定住自立圏形
成協定書の合同調印式を行いました。また、玉東町、南
関町も同様の協定を締結し、これにより１市３町が玉名
圏域の定住自立圏を形成することになりました。

今回締結した玉名圏域定住自立圏形成協定は、①子育
て環境の充実や農林水産業に被害を及ぼす有害鳥獣の捕
獲などの生活機能の強化②公共交通の維持・利便性の向
上や空き家バンクの情報共有、物産館のネットワークの
構築などのネットワークの強化など全19項目。今後は、
相互に連携・協力することにより、圏域の発展と行政
サービスの向上を図っていきます。

８月20日（土）、きくすい荘できくすい荘夏祭りが開
催されました。

このイベントは、きくすい荘の利用者が家族や地域の
人々と交流することを目的に、毎年開催されています。
今年もステージイベントと模擬店が出店しました。ス
テージイベントでは、菊水西小学校のコーラスから始ま
り、なごみひょっとこ笑福隊によるひょっとこ踊りなど
が行われました。また、小学生参加ゲームやきくすい荘
利用者が参加して行われるゲームもあり、来場者みんな
が楽しめるお祭りとなりました。

８月28日（日）、和水町総合グラウンドで、第11回
和水町分館親善ペタンク大会が行われました。

この大会は、楽しみながら健康増進を図り分館相互の
交流を深めることを目的とし、54分館213チーム計
799人が参加しました。当日は、小雨が降るなか、参加
者が楽しく和気あいあいとペタンクをする姿が印象的で
した。

８月26日（金）、宮崎市内で第38回全国公民館研究
集会・第67回九州地区公民館研究大会宮崎大会が行われ、
和水町公民館前館長の戸上秀則さん（江栗）が永年勤続
職員として全国公民館連合会から表彰を受けました。

戸上さんは教師を退職された後、平成12年度から旧菊
水町、その後和水町になってから昨年６月末までの約15
年３カ月の間公民館長として職務に尽力。この間、公民
館活動や生涯学習事業の推進に携わった功績が認められ、
今回の表彰となりました。

永きにわたり和水町公民館を支えていただき大変あり
がとうございました。

９月２日（金）、三加和公民館で平成28年度ふれあい
高齢者の集いが行われました。

この集いには、約250人が参加。当日はまず、玉名警
察署交通課から交通安全に関する講演の後、歯科衛生士
会の４人による「お口の健康法」について、肥後にわか
風に楽しく分かりやすく公演されました。最後はちんど
ん屋による懐メロのレパートリーや南京玉すだれなどが
披露され、参加者は足でリズムを取りながら懐かしい思
い出の曲を一緒に口ずさみ楽しい時間を過ごしていまし
た。

９月２日（金）、菊水ロマン館の来館者数が600万人
を達成しました。これを記念してセレモニーが行われ、
くす玉割りや来館者に紅白まんじゅうを配るなど節目を
お祝いしました。

600万人目となったのは大牟田市在住の山崎克己さん。
山崎さんには、ブドウやナスなどの特産品の詰め合わせ
が贈られました。

菊水ロマン館は、平成８年に開業し、同11年に道の駅
に選ばれました。

開館から20年を迎え、町民の皆さんのご来館を引き続
きお待ちしています。

600万人目となられた大牟田市在住の山崎克己さん(右から３人目）

南京玉すだれを披露するちんどん屋の皆さん

ペタンクの様子

利用者と触れ合う小学生たち

左から前田玉東町長、高嵜玉名市長、福原町長
佐藤南関町長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 と  がみひでのり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やまさきかつ　み

永年勤続職員表彰を受けた戸上前公民館長（左）

まちの話題
TOWN TOPICS
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に選ばれました。

開館から20年を迎え、町民の皆さんのご来館を引き続
きお待ちしています。

600万人目となられた大牟田市在住の山崎克己さん(右から３人目）

南京玉すだれを披露するちんどん屋の皆さん

ペタンクの様子

利用者と触れ合う小学生たち

左から前田玉東町長、高嵜玉名市長、福原町長
佐藤南関町長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 と  がみひでのり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やまさきかつ　み

永年勤続職員表彰を受けた戸上前公民館長（左）

まちの話題
TOWN TOPICS
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新規就農者激励会

氏　　名 経営類型
北原　幸典さん（平野） 露地なす＋水稲

荒木　秀太さん（山十町） みかん＋露地野菜＋筍

前田　孝幸さん（中十町） みかん

武田　祐真さん（板楠） なす＋水稲＋筍

ニシヨリ株式会社にラジオ体操優良団体等表彰

「第58回熊日金婚夫婦表彰」巡回表彰式

９月２日（金）、総合支所で平成28年度新規就農者激
励会が開催されました。町長が本年度の対象者４人（下
表）を激励した後、新規就農者から農業に対する熱い思い
を述べていただきました。

農業後継者の確保・育成が課題とされるなか、和水町の
農業の担い手として、今後のご活躍を期待しています。

９月６日（火）、ニシヨリ株式会社熊本工場（竈門）
が、ラジオ体操優良団体等表彰「府県等表彰」を受けま
した。

これは、株式会社かんぽ生命保険・ＮＨＫ・ＮＰＯ法
人全国ラジオ体操連盟が、ラジオ体操の普及推進の一環
として、毎年ラジオ体操の普及に功績のあった団体や個
人の表彰を行っているものです。

ニシヨリ株式会社熊本工場は、昭和48年の操業以来、
従業員の健康づくりや労働災害防止などのために、毎朝
ラジオ体操を行っており、40年以上にわたり、ラジオ体
操の普及促進に取り組んでいることが評価されて今回の
受賞となりました。

　９月７日（水）、役場本庁で「第58回熊日金婚夫婦表
彰」巡回表彰式が行われました。
　これは、熊本日日新聞社が金婚夫婦に対して毎年行っ
ているものです。
　和水町を代表し、廣田陽一・勝子さんご夫婦（寺
山）、山下傳次・良子さんご夫婦（上十町）が賞状と記
念品を受け取りました。
　表彰式では、熊本日日新聞社事業局池下局次長から、
結婚された1966年（昭和41年）の出来事、流行したこ
となどをあいさつに交え、苦楽をともに送ってこられた
ことに対して、ねぎらいの言葉をかけられました。
　なお、今年の熊日金婚夫婦表彰は、県内2955組、和
水町では37組です。

熊日金婚夫婦表彰の様子
上段左から福原町長、熊日池下局次長
下段左から山下さんご夫婦、廣田さんご夫婦

下段左から新規就農者の武田さん、前田さん、
荒木さん、北原さん

表彰の様子
左から菊水郵便局田代局長、ニシヨリ株式会社熊本工場青
木工場長、株式会社かんぽ生命保険熊本支店石松支店長

      

　　             　　　　　　　　　　　　　　ひろ た よういち         かつ  こ                                                                           

　　　　　　 やました でん じ      りょう こ

まちの話題
TOWN TOPICS
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採用職種 採用予定数 受験資格

保育士 １人程度

・昭和61年４月２日以降に生まれた者で、保育士の免許
を有する者または平成28年度に保育士免許を取得する
見込みの者

・試験要領に定める欠格事項に該当しないこと

平成28年度和水町保育士職員採用試験のお知らせ
（正規職員）

平成29年度採用の保育士試験を実施します

防災行政無線戸別受信機の電池の交換方法

電池ランプが赤色で点滅した
ら、電池交換のサインです。

少し押えながら矢印の方向に
スライドしてください。

乾電池（単２）４本の交換を
お願いします。（単３）4本
でもできます。
電池の＋－を間違えないよう
にお願いします。

（注意事項）
乾電池の交換をしなくてもコンセントの電源を利用すれば、放送は聞くことが出来ますが、停電した場合は、聞くこ
とが出来ません。
経年劣化による電池の液漏れがしている場合があり、金属部分に液が付着して新しい電池に交換してもランプが消え
ない場合がありますので、金属部分をドライバーなどで削って電池が通電するようにしてください。

場所：和水町役場本庁　総務課
期間：10月11日（火）～10月31日（月）
　　　午前８時30分～午後５時（土・日を除く）

第１次試験（筆記）　11月20日（日）和水町役場本庁
第２次試験（面接）　12月中旬予定　  和水町役場本庁

申込受付

実施内容

試験の日程・場所

試験要領・申込書は、役場本庁総務課、総合支所住民課でお受け取りになるか、町ホームページからダウン
ロードすることができます。（http://www.town.nagomi. lg. jp/）

① ② ③

問い合わせ先　本庁　総務課　消防交通係　☎0968・86・5720

問い合わせ先　本庁　総務課　行政係　☎0968・86・5720
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問い合わせ先　本庁　健康福祉課　保健予防係　☎0968・86・5724

問い合わせ先　本庁　健康福祉課　福祉係　☎0968・86・5724

インフルエンザ予防接種の費用を助成します

臨時福祉給付金の申請を受け付けます

インフルエンザは、口や鼻から入ったインフルエンザウイルスがのどの粘膜などで増殖することで起こります。例年、12
月から3月にかけて流行し、38℃以上の発熱、頭痛や関節・筋肉痛など全身の症状が急に現れます。インフルエンザはワク
チンを接種することで、ウイルスに感染しにくくなったり、感染した場合の重症化や合併症を防いだりする効果が期待で
きます。
町では集団感染や重症化を防ぐため、予防接種を受ける日に和水町に住所を有する下記の対象者に、インフルエンザ

の予防接種料金の一部を助成します。もっとも効果的な予防接種の時期は、ワクチンが十分な効果を維持する期間が、接
種後約2週間から約5カ月とされていることから、10月から12月中旬までの間に接種することをお勧めします。

平成28年度臨時福祉給付金
１人につき3千円

 平成28年度分の住民税が非課税の方
（課税者の被扶養者や生活保護の受給者等を除きます）
「高齢者向け給付金」の支給対象者も受給できます。

障害・遺族年金　受給者向け給付金
１人につき3万円

平成28年度臨時福祉給付金の支給対象者のうち、
障害基礎年金や遺族基礎年金等を受給している方
「高齢者向け給付金」の受給者を除きます。

●特別窓口を開設します。
　地区の公民館などで申請を受け付けます。

カクニンジャ

※お住まいの校区に関係なく、ご都合のよい場所にお越しください。

高　齢　者 子　ど　も

助成対象者
①接種当日に65歳以上の人または
②接種当日に60歳以上65歳未満で内臓疾患の身体
　障害者手帳１級程度を有する人

接種当日に生後６か月以上18歳以下
（高校３年生年齢相当）の人

接種回数 １回 ①生後６か月以上13歳未満：２回
②13歳以上：１回

助成期間
10月１日（土）～平成29年１月31日（火）
※接種ができる期間は、医療機関により異なりま　
　す。必ず予約してください。  

10月１日（土）～平成29年１月31日（火）
※13歳未満の人は、１回目を平成28年12月31日（土）
　までに接種し、２回目を平成29年１月31日（火）
　までに接種してください。

助成額 4,200円／１人（上限）
※助成額上限を超えた分は、自己負担となります。

3,000円／回（上限）
※助成額上限を超えた分は、自己負担となります。

自己負担額
自己負担額は、医療機関によって異なります。
（参考）玉名郡市医療機関1,000円
　　　　山鹿市医療機関      700円

自己負担額は、医療機関によって異なります。
直接、医療機関にお問い合わせください

接種の際に
持っていく
もの

①接種料金　②健康保険証　③予診票
・委託医療機関で接種される場合⇒医療機関に置い
てありますので、医療機関でご記入ください。
・委託医療機関外で接種される場合⇒町指定の予診
票が必要です。役場で手続きを行ってください。

①接種料金　②健康保険証　③母子健康手帳
④印鑑
※予診票は、医療機関に置いてありますので、医療機関

でご記入ください。

助成の
受け方

①委託医療機関（和水町立病院、玉名郡市、山鹿
市・旧植木町、石﨑医院）
⇒助成額上限を超えた分を医療機関にお支払いく

ださい。
予防接種の予約をする際に、かかりつけ医が委
託医療機関かどうか、直接かかりつけ医にご確
認ください。

②上記以外の医療機関で接種する場合
⇒町指定の予診票が必ず必要ですので接種前に、

印鑑をご持参のうえ、役場で手続きを行って
ください。その後、医療機関に接種料金を一旦
全額お支払いいただき、役場で償還払い請求を
行ってください。
償還払い請求時の持参品：
予診票（原本）、接種済証、領収書、印鑑、通帳

①町内３医療機関（和水町立病院、和水クリニック、　
　　　　　　　　　　　　　　　   森の里クリニック）

⇒助成額上限を超えた分を医療機関にお支払いく
ださい。

②上記以外の医療機関で接種する場合
⇒医療機関に接種料金を、一旦全額お支払いいた

だき、役場で償還払い請求を行ってください。 
償還払い請求時の持参品：
　　　　母子健康手帳、領収書、印鑑、通帳

※２回接種を受ける人は、２回目接種後に申請手続
　きをしてください。

償還払い期限 　平成29年２月28日（火） 　平成29年２月28日（火）

月　日 場　　所 時　　間
10 月３日（月） ●門公民館（西校区）

午前 9 時
～正午

10 月４日（火） 用木公民館（南校区）
10 月５日（水） 本村公民館（東校区）
10 月６日（木） 旧神尾小学校体育館（神尾校区）
10 月７日（金） 春富集会センター（春富校区）
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★受付期間 　９月12日（月）～12月28日（水）
　　　　　　（土・日・祝日を除く）
★受付時間   午前８時30分～午後５時15分
★受付場所   本庁 健康福祉課・総合支所 住民課　
★持ってくる物　・申請書・通帳・印鑑
　　　　　　　　・対象者全員分の身分証明書
　　　　　　　　 （免許証・保険証）など

│広報なごみ│2016 October│14



登録・注射日程 受付時間 実施場所

10月21日(金) 午後1時～3時 本庁裏車庫前

10月22日(土)
午前９時～10時30分 総合支所裏車庫前

午前11時～正午 中和仁　旧松尾商店前
午後１時30分～３時 春富集会センター

10月23日(日)
午前９時～10時 中十町　農業研修施設
午前10時30分～正午 大田黒　お肉のいしはら前
午後１時30分～３時 津田　神崎歯科横

就学前の子どもを子育て中のお母さんへ
ＮＰ講座（Nobody's  Perfect「完璧な親なんて
いない！」）に参加してみませんか？
「ノーバディーズ・パーフェクト」とは？「完璧な親なんていない」というプログラムで、就学前の子どもを
持つお母さんが参加して、子育てや自分のこと、悩みや関心のあることを皆さんで話し合って自分にあった子
育てを学びあう楽しい場です。

登録を済ませていない場合、登録手数料として別途3,000円必要となります。
≪生後90日を経過した犬は、生涯一度の「犬の登録」と、毎年１回の「狂犬病予防注射」を必ず受けなければ
なりません。（狂犬病予防法　第４条、第５条）≫

＊狂犬病予防注射は、動物病院でも受けることが出来ます。
＊新しく犬を飼われた方は必ず登録をしてください。
＊犬が死亡した場合は、必ず届出をしてください。
＊会場には必ず犬を制御できる方がお連れください。また、会場での糞は、飼い主が責任をもって処分してください。

狂犬病予防集合注射を実施します

問い合わせ先　本庁　税務住民課　生活環境係　☎0968・86・5723
　　　　　　　総合支所　住民課　税務住民係　☎0968・34・3111（内線752）

申し込み・問い合わせ先　本庁　健康福祉課　子ども家庭係　☎0968・86・5724

集合注射料金 3,070円（注射料 2,570円、注射済証 500円）

11月４日（金）・11日（金）・18日（金）・25日（金）・12月２日（金）・9日（金）
午後１時30分～３時30分（講座は１回２時間程度）
（全日程６回・原則、全６回参加をお願いします）

総合支所　会議室

就学前の子どもを持つ母親　14人(参加希望者多数の場合は抽選）

西川　圭子　（神尾保育園　前園長）
渡辺　美代子（子育て広場　保育士）
民生委員・母子保健推進員・子育てひろば保育士

ＮＰ講座は無料（お茶菓子代として１回100円）

10月14日（金）

と　　き

と こ ろ

対 象 者

講座進行役

託 児 者

申込期限

参 加 料

当日は子育て広場で子どもの託児を行います
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スタート時間

10㎞

3㎞

5㎞

1.5㎞

9時50分

10時00分

10時10分

10時15分

迂回路
（9：45～11：10）

予定

三加和小中学校

JAたまな

駐在所
進
入
禁
止

進
入
禁
止

進入禁止

全コース
スタート

松木原橋

塩井橋

横枕橋

〔十町分校入口県道北〕

熊本スロー
ワーク

スクール

10㎞折り返し
地点

５㎞折り返し
地点 板楠 字 桜町

３㎞折り返し
地点

旧緑小

P

P

P

P
ヒューマン

熊　日
三加和
販売店

主
要
地
方
道

　
　玉
名
立
花
線

県道

板楠団地

県道

町道

▲

▲

▲

三加和公民館
会   場
ゴール

　町民皆さんには大変ご迷惑をお掛けいたしま
すが、大会参加者の安全保護のためご協力をよ
ろしくお願いします。 
　また、今大会も町内外から多くの人が出走さ
れますので、沿道でのご声援をよろしくお願い
します。

第33回
金栗四三翁マラソン大会
（11/6）開催に伴う
迂回路のお願い

小岱山ハイキング
総合型地域スポーツクラブ　『なごみ　だっでんクラブ』

家族や仲間と楽しく

　過ごしてみません
か!!

問い合わせ先　三加和公民館内　なごみだっでんクラブ事務局　☎0968・34・3047

問い合わせ先　金栗四三翁マラソン大会事務局（三加和公民館）　☎0968・34・3047

※天候や指導者の都合等によりスケジュールが変更になる場合があります。変更が生じた場合は、各種目の指導者から連絡があります。

種目 ヨガ ジュニア
サッカー サッカー ジュニア

ソフト ペタンク 手話 ソフト
テニス ミニバスケ

曜日 火曜 金曜 水曜 土曜 水曜 金曜 土曜 日曜 木曜 土曜 第2・第4
金曜 水・土曜 水曜 木曜

時間 20：00 10：00 18：00 9：00 19：00 19：00 18：00 9：00 19：00 19：00 20：00 20：00 18：30 18：30

場所 中央
公民館

スカイ
ドーム

三加和
グラウ
ンド

春富
グラウ
ンド

三加和
グラウ
ンド

三加和
グラウ
ンド

三加和
グラウ
ンド

旧神尾小
グラウ
ンド

三加和
グラウ
ンド

和水町総
合グラウ

ンド

スカイ
ドーム
談話室

テニス
コート

和水町
体育館

旧緑小
体育館

と　　き

集合場所
コ ー ス

参加資格

参加者数
参 加 費
申込方法　　
　　　　　　
申込期限　

10月22日（土）　受付　午前９時～午前９時15分
　　　　　　　　　出発　午前９時15分　※雨天中止
中央公民館玄関前（マイクロバスで登山口まで向かいます。）
（今回のコースは初心者でも気軽に体験できるコース設定です）
【往路】中央公民館　→→　登山口　→→　ハイキングコース　→→　筒ヶ岳
　　　　　９:15　　　　　　10:00　　　　　　　　　　　　 　　　 　12:00
【復路】筒ヶ岳　→→　ハイキングコース　→→　登山口　→→　中央公民館
　　　 13:15　　　　　　　　　　　　　　 　  15:00　　　　  15:30

小学生以上　※ただし、小学生低学年は保護者同伴でお願いします。
※小学生、中学生の参加については保護者の同意が必要です。
20人　※定員になり次第締め切らせていただきます

会員　無料　／　非会員　300円（保険代として）
各公民館に配置している申込用紙に記入のうえ、ご提出ください。
※申込用紙は、町ホームページにも掲載しています。
10月19日（水）

総

　務

　課

健
康
福
祉
課

税
務
住
民
課

社
会
教
育
課
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山山

玉名森林組合では、みどりを育てていくため、間伐事業を推進しています。私たちにきれいな水や空気をもた
らしてくれる大切な自然を次の世代に引き継いでいくために森林整備を行いましょう。森林の病虫害・風水害な
どの被害を防ぎ、質を保つためには、間伐が必要です。人手不足や技術面などの理由で、間伐できない方に代わ
り、玉名森林組合が間伐を行います。

健康な森林は間伐から
当町の森林面積は5,159haであり全体面積の52％と町全体の半分以上を占めております。そのうち民有林の約
43％が杉を主体とした人工林で、伐採期に達している森林が増えています。
森林を放置すると、木が密集し風通しや日当たりが悪くなります。下草が生えなくなるため、わずかな降雨な

どで土砂が流出しやすくなり、災害などの危険が高まります。
また、樹木の成長や根の発達が阻害されるため、木がさらに細く弱々しくなり、雪や風による倒木被害を受け
やすくなるなど、さまざまな問題が生じます。水資源の確保や土砂流出の防止など、森林のもつさまざまな公益
的機能を十分に発揮させるために、間伐は必要不可欠です。

○針広混交林化促進事業（杉・ヒノキ・侵入した竹の伐採）

樹　　　種　　杉・ヒノキ（間伐と併せて侵入した竹の伐採）
　　　　　　　竹のみの伐採は不可
林　　　齢　　16年生～
面　　　積　　0.10ha以上
伐　採　率　　40％程度
伐採木処理　　木材は林内に残置
そ　の　他　　20年間の皆伐禁止の協定を結びます

○森林造成事業（人口林内の竹のみの伐採）
面　　　積　　0.10ha以上

○間伐等森林整備促進対策事業（杉・ヒノキの伐採及び搬出）
樹　　　種　　杉・ヒノキ
林　　　齢　　60年生以下
面　　　積　　0.10ha以上
伐　採　率　　20％～30％程度
伐採木処理　　利用材として搬出要件あり

森林組合が山林づくりをお手伝いします

補助金を活用して　　　の手入れをしませんか？
自己負担なしで間伐ができます

間伐すると
残す木の成長を促し、土砂崩れ等を防止します。
森をきれいにすることで、綺麗な水と空気を
作り次の世代に引き継いで行きましょう

問い合わせ先　玉名森林組合　☎0968・34・2052
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■ 平成26年度との比較

■ 改革プランの実績 ％

注）目標値は、平成２５年度までの目標値となっており、新たに平成３２年度までの期間を対象とした新公立病院改革プランを平成２８年度に策定することとしています。

■ 用語の説明

平
成
27
年
度
の
概
況

　
平
成
27
年
度
は
、経
営
形
態
を
地
方

公
営
企
業
法
の
一
部
適
用
か
ら
全
部
適

用
へ
移
行
し
て
３
年
目
の
決
算
と
な
り
ま

す
。

　
ま
ず
、収
入
で
は
、３
階
病
棟
の
一
般

病
床
数
を
56
床
か
ら
49
床
に
減
ら
し
、10

床
を
、在
宅
復
帰
を
目
的
と
し
た「
地
域

包
括
ケ
ア
病
床
」と
す
る
診
療
体
制
の
見

直
し
を
行
い
、収
入
増
を
図
り
ま
し
た
。

　
次
に
、費
用
で
は
、診
療
材
料
の
無
在

庫
化
、購
入
単
価
の
削
減
、職
員
の
コ
ス
ト

意
識
の
向
上
、診
療
報
酬
請
求
漏
れ
の
防

止
等
を
図
る
た
め
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
業
務（
診
療

材
料
物
流
管
理
）を
導
入
し
、経
営
の
効

率
化
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、良
質
な
医

療
を
提
供
す
る
た
め
の
医
療
技
術
員
や

病
院
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
事
務
職
員

を
育
成
す
る
た
め
に
新
た
に
職
員
を
採

用
し
ま
し
た
。し
か
し
、地
方
公
営
企
業

法
の
全
部
適
用
に
伴
う
職
員
体
制
の
移

行
時
期
と
重
な
っ
て
、医
業
収
益
に
占
め

る
職
員
給
与
の
比
率
を
示
す
職
員
給
与

比
率
は
前
年
度
か
ら
増
加
し
、今
後
、給

与
費
の
適
正
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
、平
成
27
年
度
の
決
算

は
、収
入
が
８
億
８
，９
０
８
万
円
、支
出
が

９
億
７
，０
１
３
万
円
と
な
り
、８
，１
０
５

万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

患
者
数
な
ど
の
状
況

平
成
27
年
度
の
入
院
患
者
数
は
延
べ
２

３
，６
３
７
人
、前
年
度
と
比
較
し
、８
９
４

人
の
減
少
と
な
り
、病
床
利
用
率
は
66
・

９
％
と
な
り
ま
し
た
。外
来
患
者
数
は
延

べ
２
６
，３
７
２
人
で
、前
年
度
と
比
較
し

１
，０
５
９
人
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、夜
間・休
日
の
救
急
患
者
の
受
け

入
れ
人
数
は
１
，７
４
４
人（
前
年
度
１
，７

１
２
人
）で
あ
り
、う
ち
救
急
車
搬
送
人

数
は
１
８
３
人（
１
６
３
人
）で
し
た
。

な
お
、健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
の
健
診

受
診
者
延
数
は
２
，７
２
０
人（
前
年
度

２
，３
４
３
人
）、居
宅
介
護
支
援
事
業
所

の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
件
数
は
１
，７
２
９
件

（
前
年
度
１
，７
０
３
件
）、訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョン
の
利
用
者
数
は
４
３
３
人（
前

年
度
４
０
０
人
）、延
訪
問
回
数
は
２
，０

６
０
回（
前
年
度
２
，０
４
０
回
）と
な
っ
て

い
ま
す
。

平
成
28
年
度
は
、こ
れ
ま
で
の
経
営
の

効
率
化
等
に
加
え
て
、県
が
策
定
す
る
地

域
医
療
構
想
を
踏
ま
え
当
院
の
役
割
を

明
確
化
し
た「
新
公
立
病
院
改
革
プ
ラ

ン
」を
策
定
し
、医
療
の
質
を
確
保
し
な
が

平
成
27
年
度

和
水
町
病
院
事
業
会
計
決
算

支出合計
９億7，013万円

収入合計
8億8,908万円

その他
2,528万円
（2.6%）

支払利息
832万円
（0.8%）減価償却費

7,439万円
（7.7%）

材料費
6,012万円
（6.2%）

経費
1億4,616万円

（15.1%）

一般会計繰入金
1億8,071万円

 （20.3%）

給与費
6億5,586万円

（67.6%）

入院収益
4億6,151万円

 （51.9%）

その他医業収益
1,595万円
（1.8%）

外来収益
 1億6,891万円 

（19.0%）

その他
 5,442万円
（6.1%）

補助金
758万円
（0.9%）

ら
、さ
ら
な
る
経
営
の
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

経常収支比率……経常的な経営活動に伴う収益から費用を差し引いたもの。この数値が１００％を超える場合は経常黒字、１００％未満であれば、
経常赤字を示す。（経常収益/経常費用）×１００

職員給与比率……病院の職員数などが適切か否かを判断する指標。職員給与費をいかに適切なものとするかが病院経営のポイントとなる。（職員
給与費/医業収益）×１００

病 床 利 用 率……病院の施設が有効に活用されているかどうか判断する指標。病床利用率が恒常的に低い場合は、病床規模が適切か否かを検討
する必要がある。（年延入院患者数/年延病床数）×１００

102.3
65.0
57.4
90.4

20年度
104.7

69.0
54.6
93.4

21年度
104.5

68.2
51.6
90.7

22年度
98.8
71.4
51.8
88.2

23年度
98.7
69.4
50.9
81.6

24年度
100.8

68.0
52.5
86.2

25年度
97.2
73.1
53.0
89.3

26年度
91.6
78.2
54.3
83.4 

27年度
100以上

65以下
70以上

目標値
97.0
67.9
63.2
81.6

19年度
経 常 収 支 比 率
職 員 給 与 比 率
病床利用率（一般）
病床利用率（療養）

項　目

23,637人（一日平均64.6人）24,531人（一日平均67.2人）入 院
患者数

26,372人（一日平均108.5人）27,431人（一日平均112.4人）外 来
19,525円19,341円入 院診療単価

（患者１人・１日当たり） 6,405円6,176円外 来
66.9％68.6%病床利用率

20日19日平均在院日数

平成27年度平成26年度

町立病院からのお知らせ
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④今回・調査区
区画 全長（ｍ） 幅（ｍ）

66 43.0 6.0 ～ 1.0

67 39.0 6.5 ～ 3.0

69 14.4 4.4

70 11.0 1.0

71 26.0 9.2

72 24.6 13.4                      

73  6.0 4.4

74 44.4 9.0 ～ 5.2

75 58.6 11.0 ～ 2.0

76 33.0 5.5

77 ― 1.6

②北側斜面・造成地
比較段 高低差（ｍ）

68 － 65 － 4.42

74 － 68 － 2.75

75 － 74 － 2.44

76 － 75 － 1.47

77 － 76 － 2.15

③北側斜面・造成地と上域
比較段 高低差（ｍ）

65 －２ － 4.65

73 －３ － 4.63

68 －５ － 6.32

68 － 10 － 3.65 ～－ 2.63

①堀切の北東側谷部・造成地
比較段 高低差（ｍ）

64 － 63 － 2.50 ～－ 3.77

66 － 64 － 4.02 ～－ 2.75

67 － 66 － 2.54

71 － 67 － 3.52

72 － 71 － 1.42

　
75
の
中
程
に
、
直
径
１
ｍ
程
の
範
囲
で
、

水
溜
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
気
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
図
面
中
に
、
そ
の
場
所
を
「
●
」
で

示
し
ま
し
た
。
小
規
模
な
貯
水
池
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

縁
部
を
守
る
強
力
な
防
衛
ラ
イ
ン
で
す
。

　
73
は
、
３
と
68
の
間
に
あ
り
ま
す
。
長
さ

6・0
ｍ
、
幅
4・4
ｍ
の
小
型
傾
斜
区
画
で
す
。

上
段
の
３
と
は
4
・
59
ｍ
、
下
段
の
68
と
は
、

2
・
90
ｍ
の
高
低
差
が
あ
り
ま
す
。
用
途
不

明
で
、
崩
壊
地
形
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

北
側
斜
面
・
造
成
地
（
高
低
差
）

　
前
出
の
崖
線
下
に
、
大
規
模
造
り
の
造
成

地
68
・
74
〜
76
が
並
列
し
て
お
り
、
こ
こ
も
、

法
面
は
、
急
峻
に
削
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
区
は
、
城
尾
地
区
・
斜
面
の
張
り
出

し
部
分
に
あ
た
り
ま
す
。
長
さ
の
あ
る
帯
状

地
形
が
特
徴
で
す
。

　
70
は
、
細
帯
状
造
成
地
で
、
形
状
か
ら
通

路
と
思
わ
れ
ま
す
。
崩
壊
し
て
お
り
、
西
側

の
谷
部
造
成
地
に
残
存
地
形
が
残
っ
て
い
ま

す
。
上
下
斜
面
は
、
削
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
76
は
、
75
の
下
段
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
地

区
の
再
下
位
の
地
形
で
、
上
段
と
は
、
高
低

差
1
・
47
ｍ
に
留
ま
り
ま
す
。
形
状
的
に
は
、

犬
走
り
的
な
も
の
で
す
。

　
77
は
、登
城
道
の
一
部
で
す
。
76
と
2・1

ｍ
の
高
低
差
が
あ
り
、
肩
部
に
土
塁
が
残
っ

て
い
ま
す
。
縁
下
は
、
絶
壁
に
な
り
ま
す
。

登
城
道
は
、
下
位
で
、
降
雨
時
に
水
の
流
れ

る
谷
底
道
に
繋
が
り
、
上
位
で
、
城
尾
地
区

の
東
縁
を
横
断
す
る
登
城
道
に
繋
が
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

だ
、
余
震
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
に

な
っ
た
ら
、
終
息
す
る
の
で
し
ょ

う
か
。
蒸
し
風
呂
の
山
中
は
、
お

盆
を
過
ぎ
ま
す
と
、
少
し
、
秋
の
気
配
が
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
季
節
の
移

り
変
わ
り
は
、
早
い
も
の
で
す
。

　
先
月
号
で
、
城
尾
地
区
の
北
東
側
斜
面
と

書
き
ま
し
た
が
、
北
側
斜
面
に
改
め
ま
す
。

堀
切
の
北
東
側
谷
部
・
造
成
地
（
高
低
差
）

　
63
か
ら
64
・
66
・
67
・
71
は
、
高
低
差
の

あ
る
（
4
・
02
〜
2
・
50
ｍ
）
大
型
造
成
地

が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
造
成
の
度
合
が
高
く
、

法
面
は
、
何
れ
も
削
り
出
さ
れ
て
急
峻
で
す
。

登
り
降
り
に
も
困
難
を
伴
い
ま
す
。

　
堀
切
か
ら
、
そ
の
ま
ま
竪
堀
状
に
変
化
し

て
下
っ
て
お
り
、
城
尾
地
区
・
北
側
の
守
り

を
よ
り
一
層
、堅
固
な
も
の
に
し
て
い
ま
す（
堀

切
の
西
側
は
、
谷
部
が
、
北
東
側
か
ら
南
西

側
に
下
っ
て
お
り
、
谷
の
側
面
に
あ
た
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
防
禦
面
で
や
や
劣
り
ま
す
）。

　
69
は
、71
の
西
側
肩
部
で
、高
低
差
1・9
ｍ
、

長
軸
の
向
き
が
南
北
方
向
に
あ
り
ま
す
。
両

者
は
、
セ
ッ
ト
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

北
側
斜
面
・
直
下
造
成
地
と
上
域
（
高
低
差
）

　元
々
、
急
斜
面
部
を
、
さ
ら
に
削
り
出
し
て
、

大
き
な
崖
線
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
５
と

68
の
高
低
差
は
、
6
・
32
ｍ
。
城
尾
地
区
の

ま

36
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９
月
１
日
か
ら
菊
水
ロ
マ
ン
館
２
階
浴
場
の

営
業
時
間
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
利
用
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
変
更
前
】

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分
（
受
付
は
原
則

午
後
８
時
30
分
ま
で
）

【
変
更
後
】

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
（
受
付
は
原
則
午
後

８
時
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
先
　

菊
水
ロ
マ
ン
館
　

☎
０
９
６
８
・
８
６
・
３
１
０
０

協
会
け
ん
ぽ
の
加
入
者
で
、
熊
本
地
震
に
よ

り
住
家
が
半
壊
以
上
の
損
害
等
を
受
け
ら
れ
た

人
の
一
部
負
担
金
※
の
免
除
期
間
が
、
平
成
29

年
2
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。
10
月
以
降
の

免
除
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
険
証
と
免
除
証
明

書
の
提
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
免
除
証
明
書

に
つ
い
て
の
詳
細
や
、
す
で
に
お
支
払
済
み
の

一
部
負
担
金
の
還
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
協
会

け
ん
ぽ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
直
接
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
一
部
負
担
金
：
健
康
保
険
の
適
用
が
認
め
ら

れ
る
診
療
を
受
け
た
と
き
に
、
年
齢
や
収
入
な

ど
に
応
じ
た
負
担
割
合
に
よ
り
支
払
う
金
額

問
い
合
わ
せ
先

全
国
健
康
保
険
協
会
熊
本
支
部
　
業
務
グ

ル
ー
プ

☎
０
９
６
・
３
４
０
・
０
２
６
２

障
が
い
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
と
も
に
支

え
あ
っ
て
生
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
開

催
し
ま
す
。

と
き
　
10
月
30
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

（
午
後
１
時
開
場
）

と
こ
ろ
　
玉
名
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
（
玉
名
市

岩
崎
１
５
２
‐
２
）

内
容
　
コ
ー
ラ
ス
、
合
奏
団
ゆ
め
の
ね
い
ろ
に

よ
る
演
奏
、
う
ま
か
も
ん
フ
ェ
ア
（
開
店
時

間
正
午
〜
）
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
登
場
（
タ
マ

に
ゃ
ん
、
マ
ジ
ャ
ッ
キ
ー
な
ど
）

問
い
合
わ
せ
先

実
行
委
員
会
事
務
局
（
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
ふ
れ
あ
い
内
）

☎
０
９
６
８
・
７
３
・
１
０
２
２

玉
名
地
域
振
興
局
（
有
明
保
健
所
）

☎
０
９
６
８
・
７
２
・
２
１
８
４

玉
名
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
運

転
免
許
返
納
者
の
運
転
経
歴
証
明
書
申
請
手
数

料
を
協
会
で
負
担
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
運
転
経

歴
証
明
書
申
請
数
が
増
加
傾
向
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
29
年
１
月
４
日
か
ら
、
１
，０
０
０
円

（
運
転
経
歴
証
明
書
申
請
手
数
料
と
し
て
）
を

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
運
転
免
許
返
納
者
の
「
運
転
経
歴
証

明
書
を
早
く
受
け
取
り
た
い
」
と
の
要
望
か
ら
、

表
彰
状
を
廃
止
し
、
運
転
経
歴
証
明
書
を
早
く

お
渡
し
で
き
る
よ
う
変
更
し
ま
し
た
。
そ
の
他

の
特
典
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

玉
名
地
区
交
通
安
全
協
会
　

☎
０
９
６
８
・
７
４
・
１
２
９
１

と
き
　
10
月
23
日
（
日
）

午
前
９
時
40
分
〜
午
後
２
時
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ
　
熊
本
県
立
荒
尾
支
援
学
校
　
校
舎

内
・
中
庭

内
容○

ス
テ
ー
ジ
発
表

「
学
習
発
表
会
」
「
特
技
大
会
」

○
バ
ザ
ー

・
中
学
部
製
品
（
小
物
製
品
）

・
高
等
部
作
業
学
習
製
品
（
陶
芸
、
園
芸
、

制
作
な
ど
）

・
食
品
バ
ザ
ー
（
弁
当
、
パ
ン
、
ク
ッ
キ
ー

な
ど
）

・
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

今
年
も
荒
尾
支
援
学
校
で
は
、
エ
コ
キ
ャ
ッ

プ
回
収
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
来
場
の

際
に
は
、
ぜ
ひ
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
て
来
て

く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
人
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
立
荒
尾
支
援
学
校

☎
０
９
６
８
・
６
２
・
１
１
３
１

福
岡
県
立
大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

も
の
づ
く
り
や
技
能
の
楽
し
さ
を
多
く
の
人
に

体
験
し
て
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
　
10
月
29
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ
　
福
岡
県
立
大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

（
大
牟
田
市
大
字
歴
木
４
７
５
）

内
容
　

○
も
の
づ
く
り
体
験
教
室

テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
製
作
・
カ
レ
ン
ダ
ー
製

作
・
文
鎮
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
製
作
・
鉛
筆
立
て

製
作○

訓
練
体
験

管
曲
げ
体
験
・
パ
ソ
コ
ン
体
験
・
機
械
加
工

体
験
・
ロ
ボ
ッ
ト
操
作
体
験
（
※
い
ず
れ
も
中

学
生
以
上
が
対
象
で
す
）

○
そ
の
他

４
つ
の
科
を
ま
わ
り
、
パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ

せ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
置
き
時
計
が
完
成
す
る
置

き
時
計
製
作
ラ
リ
ー
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
お

楽
し
み
ル
ー
レ
ッ
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
４
４
・
５
４
・
０
３
２
０

と
き
　
10
月
５
日
（
水
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
Ｊ
Ａ
た
ま
な
菊
水
供
給
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
Ｊ
Ａ
た
ま
な
三
加
和
供
給
セ
ン
タ
ー

回
収
物
　
プ
ラ
ボ
ト
ル
・
水
和
剤
・
粉
粒
剤
の

袋
農
薬
ビ
ン
類
、
農
薬
缶
（
ミ
カ
ノ
ー
ル
な

ど
）
類
、
ペ
ー
ル
缶
（
ハ
ー
ベ
ス
ト
オ
イ
ル

な
ど
）

洗
浄
方
法

・
プ
ラ
ボ
ト
ル
の
洗
浄
、
紙
袋
の
残
量
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

・
プ
ラ
ボ
ト
ル
と
紙
袋
は
分
別
す
る
。

・
プ
ラ
ボ
ト
ル
は
ふ
た
を
外
し
、
下
向
き
に
15

本
程
度
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
残
液
が
あ
る
容
器
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
洗
浄
し
、
ふ
た
を
外
し
て
出
し
て
も
ら
う

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

回
収
方
法
　
Ｊ
Ａ
指
定
の
袋
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ａ
た
ま
な
菊
水
供
給
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
８
・
７
１
・
８
６
０
０

Ｊ
Ａ
た
ま
な
三
加
和
供
給
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
８
・
３
４
・
２
８
６
６

Ｎ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
（
ナ
ン
ダ
ー
ズ
）
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
は
、
和
水
町
で
活
動
し
て

い
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で
す
。
毎
週
の
練

習
に
加
え
他
の
チ
ー
ム
と
の
練
習
試
合
、
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
や
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
な
ど
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

楽
し
く
バ
レ
ー
を
し
た
い
人
、
経
験
は
な
い

け
ど
体
を
動
か
し
た
い
人
！
気
軽
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
見
学
か
ら
で
も
い
い
の
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

練
習
日
時
　
毎
週
火
・
金
曜
　
午
後
８
時
〜

10
時

練
習
場
所
　
和
水
町
体
育
館

現
メ
ン
バ
ー
　
約
20
人
（
男
性
６
：
女
性
４
）

問
い
合
わ
せ
先

　
事
務
局
　
松
永
　
靖
明

☎
０
９
０
・
９
５
７
２
・
７
３
１
２

秋
の
風
が
気
持
ち
よ
く
吹
き
渡
る
11
月
上
旬
。

ほ
ど
よ
く
都
市
で
ほ
ど
よ
く
田
舎
の
風
情
あ
る

街
並
み
を
残
す
２
市
４
町
の
荒
玉
地
域
。
こ
の

エ
リ
ア
を
満
喫
し
な
が
ら
、
旅
と
出
会
い
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
？
今
回
の
婚
活
は
、
男
性
限
定

募
集
で
す
。

と
き
　
11
月
５
日
（
土
）
〜
６
日
（
日
）

事
前
講
習
会
　
10
月
29
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

※
こ
の
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
場
合
は
、
こ
の
事

前
講
習
会
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費
　
１
０
，
０
０
０
円

申
込
締
切
　
10
月
20
日
（
木
）
正
午

申
込
資
格
　
独
身
の
男
性
で
20
歳
後
半
〜
40
歳

前
半
の
25
人

※
荒
尾
市
か
玉
名
郡
市
に
お
住
ま
い
か
、
勤

務
さ
れ
て
い
る
人
。
会
員
登
録
が
必
要
（
当

日
入
会
可
能
。
登
録
料
無
料
）
。
10
月
27
日

（
木
）
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
料
金
が
発
生

し
ま
す
。

申
込
方
法

左
記
の
電
話
か
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

荒
尾
・
玉
名
地
域
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
８
・
７
８
・
２
５
４
３

メ
ー
ル

arao.tam
ana.k-s-c@

w
ish.ocn.ne.jp

ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に
救
命
手
当
て
の

重
要
性
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
心
肺
蘇
生
法

を
覚
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
救
命
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
講
習
会
を
修

了
さ
れ
た
人
に
は
修
了
証
カ
ー
ド
を
発
行
し

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

と
き
　
10
月
16
日
（
日
）  

午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
玉
名
消
防
署
　
２
階
会
議
室

内
容
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
命
講
習
会

定
員
　
先
着
15
人
（
事
前
に
電
話
に
て
申
込

み
が
必
要
で
す
。
）

参
加
費
　
無
料

そ
の
他
　
以
前
に
、
普
通
救
命
講
習
会
を
受
け

ら
れ
た
方
は
、
修
了
証
カ
ー
ド
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
し
込
み
数
が
５
人
以
上
に
満
た
な
い

場
合
、
開
催
を
延
期
ま
た
は
中
止
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

玉
名
消
防
署
　
救
急
係
　

☎
０
９
６
８
・
７
３
・
７
１
１
７

熊
本
県
で
は
、
再
就
職
を
希
望
す
る
子
育

て
中
の
お
母
さ
ん
を
対
象
に
、
「
仕
事
と
子

育
て
両
立
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

内
容
は
、
①
再
就
職
体
験
発
表
、
②
仕
事
と

子
育
て
両
立
の
た
め
の
育
児
・
生
活
環
境
づ

く
り
、
③
再
就
職
に
向
け
て
の
課
題
の
整
理

と
就
職
活
動
の
準
備
等
に
つ
い
て
情
報
提
供

し
ま
す
。
ま
た
、
１
歳
半
か
ら
就
学
前
ま
で

の
子
ど
も
を
お
持
ち
の
人
は
託
児
が
ご
利
用

で
き
ま
す
（
要
予
約
）
。

と
き
　
10
月
25
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

と
こ
ろ
　
熊
本
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
９
階
　
会

議
室
１
（
熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町
８
‐
９
）

も
の
づ
く
り
技
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

第
５
回 

Ａ
Ｒ
Ａ・Ｓ
Ｈ
Ｉ
ま
つ
り
開
催

救
命
講
習
会
参
加
者
募
集

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
紹
介

農
薬
容
器（
産
業
廃
棄
物
）を
回
収
し
ま
す

「
仕
事
と
子
育
て
両
立
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」

参
加
者
募
集

婚
活
参
加
者
募
集

あ
ら
た
ま
満
喫
・
恋
活
ツ
ア
ー

熊
本
地
震
に
か
か
る
協
会
け
ん
ぽ
加
入
者
の

一
部
負
担
金
の
免
除
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す

菊
水
ロ
マ
ン
館
２
階
浴
場
の
営
業
時
間
が

変
更
に
な
り
ま
す

自
動
車
運
転
免
許
証
返
納
の

特
典
の
一
部
が
変
更
に
な
り
ま
す

第
16
回
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
IN

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｋ
Ｅ
開
催

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

く
ら
し
の
情
報
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９
月
１
日
か
ら
菊
水
ロ
マ
ン
館
２
階
浴
場
の

営
業
時
間
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
利
用
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
変
更
前
】

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分
（
受
付
は
原
則

午
後
８
時
30
分
ま
で
）

【
変
更
後
】

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
（
受
付
は
原
則
午
後

８
時
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
先
　

菊
水
ロ
マ
ン
館
　

☎
０
９
６
８
・
８
６
・
３
１
０
０

協
会
け
ん
ぽ
の
加
入
者
で
、
熊
本
地
震
に
よ

り
住
家
が
半
壊
以
上
の
損
害
等
を
受
け
ら
れ
た

人
の
一
部
負
担
金
※
の
免
除
期
間
が
、
平
成
29

年
2
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。
10
月
以
降
の

免
除
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
険
証
と
免
除
証
明

書
の
提
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
免
除
証
明
書

に
つ
い
て
の
詳
細
や
、
す
で
に
お
支
払
済
み
の

一
部
負
担
金
の
還
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
協
会

け
ん
ぽ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
直
接
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
一
部
負
担
金
：
健
康
保
険
の
適
用
が
認
め
ら

れ
る
診
療
を
受
け
た
と
き
に
、
年
齢
や
収
入
な

ど
に
応
じ
た
負
担
割
合
に
よ
り
支
払
う
金
額

問
い
合
わ
せ
先

全
国
健
康
保
険
協
会
熊
本
支
部
　
業
務
グ

ル
ー
プ

☎
０
９
６
・
３
４
０
・
０
２
６
２

障
が
い
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
と
も
に
支

え
あ
っ
て
生
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
開

催
し
ま
す
。

と
き
　
10
月
30
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

（
午
後
１
時
開
場
）

と
こ
ろ
　
玉
名
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
（
玉
名
市

岩
崎
１
５
２
‐
２
）

内
容
　
コ
ー
ラ
ス
、
合
奏
団
ゆ
め
の
ね
い
ろ
に

よ
る
演
奏
、
う
ま
か
も
ん
フ
ェ
ア
（
開
店
時

間
正
午
〜
）
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
登
場
（
タ
マ

に
ゃ
ん
、
マ
ジ
ャ
ッ
キ
ー
な
ど
）

問
い
合
わ
せ
先

実
行
委
員
会
事
務
局
（
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
ふ
れ
あ
い
内
）

☎
０
９
６
８
・
７
３
・
１
０
２
２

玉
名
地
域
振
興
局
（
有
明
保
健
所
）

☎
０
９
６
８
・
７
２
・
２
１
８
４

玉
名
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
運

転
免
許
返
納
者
の
運
転
経
歴
証
明
書
申
請
手
数

料
を
協
会
で
負
担
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
運
転
経

歴
証
明
書
申
請
数
が
増
加
傾
向
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
29
年
１
月
４
日
か
ら
、
１
，０
０
０
円

（
運
転
経
歴
証
明
書
申
請
手
数
料
と
し
て
）
を

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
運
転
免
許
返
納
者
の
「
運
転
経
歴
証

明
書
を
早
く
受
け
取
り
た
い
」
と
の
要
望
か
ら
、

表
彰
状
を
廃
止
し
、
運
転
経
歴
証
明
書
を
早
く

お
渡
し
で
き
る
よ
う
変
更
し
ま
し
た
。
そ
の
他

の
特
典
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

玉
名
地
区
交
通
安
全
協
会
　

☎
０
９
６
８
・
７
４
・
１
２
９
１

と
き
　
10
月
23
日
（
日
）

午
前
９
時
40
分
〜
午
後
２
時
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ
　
熊
本
県
立
荒
尾
支
援
学
校
　
校
舎

内
・
中
庭

内
容○

ス
テ
ー
ジ
発
表

「
学
習
発
表
会
」
「
特
技
大
会
」

○
バ
ザ
ー

・
中
学
部
製
品
（
小
物
製
品
）

・
高
等
部
作
業
学
習
製
品
（
陶
芸
、
園
芸
、

制
作
な
ど
）

・
食
品
バ
ザ
ー
（
弁
当
、
パ
ン
、
ク
ッ
キ
ー

な
ど
）

・
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

今
年
も
荒
尾
支
援
学
校
で
は
、
エ
コ
キ
ャ
ッ

プ
回
収
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
来
場
の

際
に
は
、
ぜ
ひ
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
て
来
て

く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
人
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
立
荒
尾
支
援
学
校

☎
０
９
６
８
・
６
２
・
１
１
３
１

福
岡
県
立
大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

も
の
づ
く
り
や
技
能
の
楽
し
さ
を
多
く
の
人
に

体
験
し
て
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
　
10
月
29
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ
　
福
岡
県
立
大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

（
大
牟
田
市
大
字
歴
木
４
７
５
）

内
容
　

○
も
の
づ
く
り
体
験
教
室

テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
製
作
・
カ
レ
ン
ダ
ー
製

作
・
文
鎮
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
製
作
・
鉛
筆
立
て

製
作○

訓
練
体
験

管
曲
げ
体
験
・
パ
ソ
コ
ン
体
験
・
機
械
加
工

体
験
・
ロ
ボ
ッ
ト
操
作
体
験
（
※
い
ず
れ
も
中

学
生
以
上
が
対
象
で
す
）

○
そ
の
他

４
つ
の
科
を
ま
わ
り
、
パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ

せ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
置
き
時
計
が
完
成
す
る
置

き
時
計
製
作
ラ
リ
ー
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
お

楽
し
み
ル
ー
レ
ッ
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
４
４
・
５
４
・
０
３
２
０

と
き
　
10
月
５
日
（
水
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
Ｊ
Ａ
た
ま
な
菊
水
供
給
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
Ｊ
Ａ
た
ま
な
三
加
和
供
給
セ
ン
タ
ー

回
収
物
　
プ
ラ
ボ
ト
ル
・
水
和
剤
・
粉
粒
剤
の

袋
農
薬
ビ
ン
類
、
農
薬
缶
（
ミ
カ
ノ
ー
ル
な

ど
）
類
、
ペ
ー
ル
缶
（
ハ
ー
ベ
ス
ト
オ
イ
ル

な
ど
）

洗
浄
方
法

・
プ
ラ
ボ
ト
ル
の
洗
浄
、
紙
袋
の
残
量
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

・
プ
ラ
ボ
ト
ル
と
紙
袋
は
分
別
す
る
。

・
プ
ラ
ボ
ト
ル
は
ふ
た
を
外
し
、
下
向
き
に
15

本
程
度
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
残
液
が
あ
る
容
器
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
洗
浄
し
、
ふ
た
を
外
し
て
出
し
て
も
ら
う

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

回
収
方
法
　
Ｊ
Ａ
指
定
の
袋
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ａ
た
ま
な
菊
水
供
給
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
８
・
７
１
・
８
６
０
０

Ｊ
Ａ
た
ま
な
三
加
和
供
給
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
８
・
３
４
・
２
８
６
６

Ｎ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
（
ナ
ン
ダ
ー
ズ
）
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
は
、
和
水
町
で
活
動
し
て

い
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で
す
。
毎
週
の
練

習
に
加
え
他
の
チ
ー
ム
と
の
練
習
試
合
、
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
や
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
な
ど
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

楽
し
く
バ
レ
ー
を
し
た
い
人
、
経
験
は
な
い

け
ど
体
を
動
か
し
た
い
人
！
気
軽
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
見
学
か
ら
で
も
い
い
の
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

練
習
日
時
　
毎
週
火
・
金
曜
　
午
後
８
時
〜

10
時

練
習
場
所
　
和
水
町
体
育
館

現
メ
ン
バ
ー
　
約
20
人
（
男
性
６
：
女
性
４
）

問
い
合
わ
せ
先

　
事
務
局
　
松
永
　
靖
明

☎
０
９
０
・
９
５
７
２
・
７
３
１
２

秋
の
風
が
気
持
ち
よ
く
吹
き
渡
る
11
月
上
旬
。

ほ
ど
よ
く
都
市
で
ほ
ど
よ
く
田
舎
の
風
情
あ
る

街
並
み
を
残
す
２
市
４
町
の
荒
玉
地
域
。
こ
の

エ
リ
ア
を
満
喫
し
な
が
ら
、
旅
と
出
会
い
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
？
今
回
の
婚
活
は
、
男
性
限
定

募
集
で
す
。

と
き
　
11
月
５
日
（
土
）
〜
６
日
（
日
）

事
前
講
習
会
　
10
月
29
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

※
こ
の
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
場
合
は
、
こ
の
事

前
講
習
会
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費
　
１
０
，
０
０
０
円

申
込
締
切
　
10
月
20
日
（
木
）
正
午

申
込
資
格
　
独
身
の
男
性
で
20
歳
後
半
〜
40
歳

前
半
の
25
人

※
荒
尾
市
か
玉
名
郡
市
に
お
住
ま
い
か
、
勤

務
さ
れ
て
い
る
人
。
会
員
登
録
が
必
要
（
当

日
入
会
可
能
。
登
録
料
無
料
）
。
10
月
27
日

（
木
）
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
料
金
が
発
生

し
ま
す
。

申
込
方
法

左
記
の
電
話
か
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

荒
尾
・
玉
名
地
域
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
８
・
７
８
・
２
５
４
３

メ
ー
ル

arao.tam
ana.k-s-c@

w
ish.ocn.ne.jp

ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に
救
命
手
当
て
の

重
要
性
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
心
肺
蘇
生
法

を
覚
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
救
命
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
講
習
会
を
修

了
さ
れ
た
人
に
は
修
了
証
カ
ー
ド
を
発
行
し

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

と
き
　
10
月
16
日
（
日
）  

午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
玉
名
消
防
署
　
２
階
会
議
室

内
容
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
命
講
習
会

定
員
　
先
着
15
人
（
事
前
に
電
話
に
て
申
込

み
が
必
要
で
す
。
）

参
加
費
　
無
料

そ
の
他
　
以
前
に
、
普
通
救
命
講
習
会
を
受
け

ら
れ
た
方
は
、
修
了
証
カ
ー
ド
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
し
込
み
数
が
５
人
以
上
に
満
た
な
い

場
合
、
開
催
を
延
期
ま
た
は
中
止
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

玉
名
消
防
署
　
救
急
係
　

☎
０
９
６
８
・
７
３
・
７
１
１
７

熊
本
県
で
は
、
再
就
職
を
希
望
す
る
子
育

て
中
の
お
母
さ
ん
を
対
象
に
、
「
仕
事
と
子

育
て
両
立
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

内
容
は
、
①
再
就
職
体
験
発
表
、
②
仕
事
と

子
育
て
両
立
の
た
め
の
育
児
・
生
活
環
境
づ

く
り
、
③
再
就
職
に
向
け
て
の
課
題
の
整
理

と
就
職
活
動
の
準
備
等
に
つ
い
て
情
報
提
供

し
ま
す
。
ま
た
、
１
歳
半
か
ら
就
学
前
ま
で

の
子
ど
も
を
お
持
ち
の
人
は
託
児
が
ご
利
用

で
き
ま
す
（
要
予
約
）
。

と
き
　
10
月
25
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

と
こ
ろ
　
熊
本
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
９
階
　
会

議
室
１
（
熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町
８
‐
９
）

も
の
づ
く
り
技
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

第
５
回 

Ａ
Ｒ
Ａ・Ｓ
Ｈ
Ｉ
ま
つ
り
開
催

救
命
講
習
会
参
加
者
募
集

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
紹
介

農
薬
容
器（
産
業
廃
棄
物
）を
回
収
し
ま
す

「
仕
事
と
子
育
て
両
立
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」

参
加
者
募
集

婚
活
参
加
者
募
集

あ
ら
た
ま
満
喫
・
恋
活
ツ
ア
ー

熊
本
地
震
に
か
か
る
協
会
け
ん
ぽ
加
入
者
の

一
部
負
担
金
の
免
除
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す

菊
水
ロ
マ
ン
館
２
階
浴
場
の
営
業
時
間
が

変
更
に
な
り
ま
す

自
動
車
運
転
免
許
証
返
納
の

特
典
の
一
部
が
変
更
に
な
り
ま
す

第
16
回
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
IN

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｋ
Ｅ
開
催

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

く
ら
し
の
情
報
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問い合わせ先　本庁　健康福祉課　福祉係　　　☎0968・86・5724
総合支所　福祉課　地域福祉係　☎0968・34・3111
総合支所　福祉課　地域福祉係　☎0968・34・3111

問い合わせ先　本庁　健康福祉課　障がい福祉係　☎0968・86・5724

問い合わせ先　本庁　商工観光課　観光係　☎0968・86・5721

と　き

費　用 無料
　ちょっとしたモヤモヤや、不安など話してみると、すっきりとすることがあります。
臨床心理士が対応します。お気軽にご相談ください。
（相談は、予約制です。ご利用の際は、匿名で結構ですのでご連絡ください。）

               町内の神社で厳かに舞が奉納されます。ぜひ、お出かけください。

10月の「こころの相談」』
10月26日（水）午後１時～５時 ところ 和水町中央公民館

猫は責任を持って飼いましょう！

和水町神楽の開催日

最近、猫に関する苦情・相談が多く寄せられています。猫の飼い主は、次のマナーを守って適切な
飼い方をしましょう。

①感染症の防止、交通事故など不慮の事故の防止、猫の健康と安全のためにも室内で飼うように努めま
しょう。
②室内での飼育が困難な場合は、不妊去勢等により繁殖制限を行い、頻繁な鳴き声や糞尿により周辺地
域への日常生活に支障を及ぼさないようにしましょう。
③飼い主は猫の習性をよく理解し、愛情をもって扱うとともに、最後まで責任を持って飼いましょう。

中途半端な猫の飼い方は、地域に迷惑をかけるだけでは
なく、その猫にとっても幸せな事ではありません。
飼い主としての責任を十分に理解し、お世話していただ
きますようお願いします。

問い合わせ先　有明保健所　衛生環境課　　　　☎0968・72・2184
　　　　　　　本庁　税務住民課　生活環境係　☎0968・86・5723
　　　　　　　総合支所　住民課　税務住民係　☎0968・34・3111（内線752）

平成28年度の和水町内「神楽」の開催は、次のとおり行われます。

神楽名 開催場所 開催日 時間

用木神楽 用木日吉神社 10月15日（土） 午後７時～11時

竈門神楽 竈門菅原神社 10月15日（土）
午後２時～４時

午後6時～11時

長小田神楽 長小田住吉神社 10月23日（日）
午前10時～11時

午後7時～10時

岩尻神楽 岩尻菅原神社 10月30日（日） 午後１時～３時

久井原神楽 久井原阿蘇神社 11月 5日（土）
午前10時～11時

午後6時30分～11時

下津原神楽 下津原阿蘇神社 11月 6日（日） 午後２時～４時

板楠神楽 板楠熊野座神社 11月27日（日）
午前11時～正午

午後6時～9時

中十町神楽 中十町熊野座神社 12月 4日（日）
午前11時～午後３時

午後5時～9時

坂本神楽 坂本日吉神社 12月 4日（日） 午後５時～９時

山森子ども神楽

山森阿蘇神社

古閑熊野座神社

中林菅原神社

12月 4日（日）
午前11時～午後５時

午後６時～８時

定
員
　
40
人
程
度
（
応
募
多
数
の
場
合
は
選

考
に
よ
り
決
定
）

申
込
方
法
　
問
い
合
わ
せ
先
か
ら
参
加
申
込
書

を
お
取
り
寄
せ
の
う
え
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
参
加
申
込

書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
限

10
月
14
日
（
金
）

※
託
児
の
申
込
期
限
は
10
月
11
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
・
３
５
１
・
０
５
０
０

10
月
17
日
（
月
）
〜
21
日
（
金
）
は
行
政

相
談
週
間
で
す
。

こ
の
期
間
に
併
せ
て
、
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
お
悩

み
・
お
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
な
ん

で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

10
月
21
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
正
午
　

本
庁
１
階
会
議
室

10
月
21
日
（
金
）
午
後
1
時
30
分
〜
午
後

4
時
30
分
　

総
合
支
所
第
１
会
議
室

行
政
相
談
員

杉
原
　
幸
壽
さ
ん
・
笠
　
輝
博
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
　
総
務
課
　
総
務
係

☎
０
９
６
８
・
８
６
・
５
７
２
０

金
銭
、
土
地
、
家
庭
問
題
な
ど
に
関
す
る

申
立
手
続
は
裁
判
所
の
職
員
が
、
登
記
、
人

権
問
題
な
ど
に
関
す
る
手
続
き
は
法
務
局
の

職
員
が
、
各
種
法
律
相
談
は
弁
護
士
が
応
じ

ま
す
。
予
約
は
不
要
、
来
ら
れ
た
順
に
受
付

し
ま
す
。

○
玉
名
地
区

と
き
　
10
月
５
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

と
こ
ろ
　
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
玉
名
支
部

（
玉
名
市
繁
根
木
54
‐
８
）

○
山
鹿
地
区

と
き
　
10
月
24
日
（
月
）
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

と
こ
ろ

　熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部

（
山
鹿
市
山
鹿
２
８
０
）

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
玉
名
支
部

☎
０
９
６
８
・
７
２
・
３
０
３
７

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部

☎
０
９
６
８
・
４
４
・
５
１
４
１

行
政
相
談
を
開
設
し
ま
す

無
料
法
律
相
談
会
開
催
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問い合わせ先　本庁　健康福祉課　福祉係　　　☎0968・86・5724
総合支所　福祉課　地域福祉係　☎0968・34・3111
総合支所　福祉課　地域福祉係　☎0968・34・3111

問い合わせ先　本庁　健康福祉課　障がい福祉係　☎0968・86・5724

問い合わせ先　本庁　商工観光課　観光係　☎0968・86・5721

と　き

費　用 無料
　ちょっとしたモヤモヤや、不安など話してみると、すっきりとすることがあります。
臨床心理士が対応します。お気軽にご相談ください。
（相談は、予約制です。ご利用の際は、匿名で結構ですのでご連絡ください。）

               町内の神社で厳かに舞が奉納されます。ぜひ、お出かけください。

10月の「こころの相談」』
10月26日（水）午後１時～５時 ところ 和水町中央公民館

猫は責任を持って飼いましょう！

和水町神楽の開催日

最近、猫に関する苦情・相談が多く寄せられています。猫の飼い主は、次のマナーを守って適切な
飼い方をしましょう。

①感染症の防止、交通事故など不慮の事故の防止、猫の健康と安全のためにも室内で飼うように努めま
しょう。
②室内での飼育が困難な場合は、不妊去勢等により繁殖制限を行い、頻繁な鳴き声や糞尿により周辺地
域への日常生活に支障を及ぼさないようにしましょう。
③飼い主は猫の習性をよく理解し、愛情をもって扱うとともに、最後まで責任を持って飼いましょう。

中途半端な猫の飼い方は、地域に迷惑をかけるだけでは
なく、その猫にとっても幸せな事ではありません。
飼い主としての責任を十分に理解し、お世話していただ
きますようお願いします。

問い合わせ先　有明保健所　衛生環境課　　　　☎0968・72・2184
　　　　　　　本庁　税務住民課　生活環境係　☎0968・86・5723
　　　　　　　総合支所　住民課　税務住民係　☎0968・34・3111（内線752）

平成28年度の和水町内「神楽」の開催は、次のとおり行われます。

神楽名 開催場所 開催日 時間

用木神楽 用木日吉神社 10月15日（土） 午後７時～11時

竈門神楽 竈門菅原神社 10月15日（土）
午後２時～４時

午後6時～11時

長小田神楽 長小田住吉神社 10月23日（日）
午前10時～11時

午後7時～10時

岩尻神楽 岩尻菅原神社 10月30日（日） 午後１時～３時

久井原神楽 久井原阿蘇神社 11月 5日（土）
午前10時～11時

午後6時30分～11時

下津原神楽 下津原阿蘇神社 11月 6日（日） 午後２時～４時

板楠神楽 板楠熊野座神社 11月27日（日）
午前11時～正午

午後6時～9時

中十町神楽 中十町熊野座神社 12月 4日（日）
午前11時～午後３時

午後5時～9時

坂本神楽 坂本日吉神社 12月 4日（日） 午後５時～９時

山森子ども神楽

山森阿蘇神社

古閑熊野座神社

中林菅原神社

12月 4日（日）
午前11時～午後５時

午後６時～８時

定
員
　
40
人
程
度
（
応
募
多
数
の
場
合
は
選

考
に
よ
り
決
定
）

申
込
方
法
　
問
い
合
わ
せ
先
か
ら
参
加
申
込
書

を
お
取
り
寄
せ
の
う
え
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
参
加
申
込

書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
限

10
月
14
日
（
金
）

※
託
児
の
申
込
期
限
は
10
月
11
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
・
３
５
１
・
０
５
０
０

10
月
17
日
（
月
）
〜
21
日
（
金
）
は
行
政

相
談
週
間
で
す
。

こ
の
期
間
に
併
せ
て
、
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
お
悩

み
・
お
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
な
ん

で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

10
月
21
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
正
午
　

本
庁
１
階
会
議
室

10
月
21
日
（
金
）
午
後
1
時
30
分
〜
午
後

4
時
30
分
　

総
合
支
所
第
１
会
議
室

行
政
相
談
員

杉
原
　
幸
壽
さ
ん
・
笠
　
輝
博
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
　
総
務
課
　
総
務
係

☎
０
９
６
８
・
８
６
・
５
７
２
０

金
銭
、
土
地
、
家
庭
問
題
な
ど
に
関
す
る

申
立
手
続
は
裁
判
所
の
職
員
が
、
登
記
、
人

権
問
題
な
ど
に
関
す
る
手
続
き
は
法
務
局
の

職
員
が
、
各
種
法
律
相
談
は
弁
護
士
が
応
じ

ま
す
。
予
約
は
不
要
、
来
ら
れ
た
順
に
受
付

し
ま
す
。

○
玉
名
地
区

と
き
　
10
月
５
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

と
こ
ろ
　
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
玉
名
支
部

（
玉
名
市
繁
根
木
54
‐
８
）

○
山
鹿
地
区

と
き
　
10
月
24
日
（
月
）
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

と
こ
ろ

　熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部

（
山
鹿
市
山
鹿
２
８
０
）

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
玉
名
支
部

☎
０
９
６
８
・
７
２
・
３
０
３
７

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部

☎
０
９
６
８
・
４
４
・
５
１
４
１

行
政
相
談
を
開
設
し
ま
す

無
料
法
律
相
談
会
開
催

23│広報なごみ│2016 October│



文
芸
コ
ー
ナ
ー

人
権
の
窓
5

五
年
前
の
十
月
、
第
四
〇
回
熊
本
県
人
権
教
育
研

究
大
会
が
県
内
各
地
よ
り
お
よ
そ
二
千
七
百
名
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
日
目
の
全
体
会
で
被
差
別
部

落
出
身
の
渕
上
さ
ん
の
特
別
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

「
十
一
年
前
、
こ
の
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
被

差
別
部
落
出
身
だ
と
い
う
こ
と
が
ば
れ
な
い
よ
う
に
、

知
り
合
い
の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
か
ら
顔
を
隠
し
た
り
、

故
郷
で
開
催
さ
れ
た
分
科
会
場
に
は
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

子
ど
も
の
頃
の
運
動
会
の
リ
レ
ー
で
、
身
を
乗
り
出

し
て
「
が
ん
ば
れ
ー
」
と
応
援
し
て
く
れ
た
大
好
き

だ
っ
た
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
と
も
、
部
落
問
題
の
事
だ
け

は
話
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
婚
差
別
を
受
け
た
と
き
、

父
に
相
談
し
て
も
「
し
ょ
ん
な
か
た
い
。
在
の
人
だ
け

ん
」
と
し
か
返
し
て
く
れ
ず
、
そ
ん
な
親
を
恨
む
こ
と

し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

親
を
恨
む
こ
と
は
私
の
差
別
心
だ
っ
た
と
今
は
思
い

返
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
竹
の
皮

ぞ
う
り
の
作
り
方
を
む
ら
の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
か
ら
教

え
て
も
ら
っ
た
と
き
、
貧
し
い
暮
ら
し
を
恥
ず
か
し
い

と
思
い
込
ま
さ
れ
て
き
た
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
に
、
「
恥

ず
か
し
く
は
な
い
よ
。
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
し
た
た

か
な
生
き
方
で
す
よ
」
と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。故

郷
を
言
え
な
か
っ
た
私
を
変
え
て
く
れ
た
の
は
、

福
岡
の
人
権
バ
ン
ド
の
宮
崎
さ
ん
と
の
出
会
い
で
し

た
。
差
別
を
な
く
す
た
め
、
た
く
さ
ん
の
人
の
前
で

堂
々
と
自
分
の
こ
と
を
語
っ
て
い
く
宮
崎
さ
ん
に
、

「
私
と
あ
な
た
と
の
違
い
は
何
で
す
か
？
」
と
尋
ね
る

と
、
「
何
も
違
い
ま
せ
ん
よ
。
一
つ
違
う
と
し
た
ら
、

い
ろ
ん
な
立
場
の
人
と
の
出
会
い
で
す
よ
。
出
会
い
を

求
め
な
っ
せ
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
以
来
、
い
ろ

ん
な
痛
み
を
持
っ
て
い
る
人
と
の
出
会
い
を
求
め
て
行

動
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
同
窓
会
で
は
被
差
別
部
落
の
こ
と
は
全

く
話
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
分
で
自
分
を
確
か
め
る

た
め
に
、
正
直
に
話
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
友
だ
ち
は

し
っ
か
り
と
私
の
思
い
を
受
け
止
め
て
く
れ
ま
し
た
。

五
十
年
間
の
臆
病
な
生
き
方
か
ら
、
こ
こ
十
年
で
正
直

な
自
分
で
生
き
よ
う
と
歩
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、

ず
っ
と
背
中
に
何
か
が
突
き
刺
さ
っ
て
い
る
よ
う
な
思

い
で
し
た
。

心
を
解
放
し
、
自
分
ら
し
く
生
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
誰
の
た
め
で
も
な
く
、
自
分
が
自
分
で
あ
る
た
め

に
。
自
分
を
ふ
り
返
り
な
が
ら
、
正
直
に
、
あ
る
が
ま

ま
に
生
き
て
い
き
た
い
の
で
す
。
」

参
加
者
か
ら
の
大
き
な
拍
手
が
会
場
を
包
み
ま
し

た
。そ

し
て
、
今
年
の
七
月
、
南
関
中
で
開
催
さ
れ
た
二

町
ブ
ロ
ッ
ク
人
権
・
同
和
教
育
研
究
集
会
で
の
記
念
講

演
は
「
人
権
バ
ン
ド
　
ホ
ラ
イ
ズ
ン
」
の
皆
さ
ん
で
し

た
が
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
中
心
に
、
渕
上
さ
ん
が
お
ら

れ
て
、
「
よ
き
日
、
明
日
に
向
か
っ
て
、
足
を
踏
み
し

め
こ
ぶ
し
を
握
ろ
う
」
と
元
気
に
歌
い
あ
げ
ら
れ
る
姿

に
、
目
頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

渕
上
さ
ん
の
「
あ
る
が
ま
ま
に
生
き
る
こ
と
」
を
拒

ん
で
き
た
も
の
が
部
落
差
別
で
あ
り
、
そ
の
部
落
差
別

を
な
く
す
た
め
に
私
に
で
き
る
行
動
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

「
あ
る
が
ま
ま
に
生
き
た
い
」

短
歌

冬
温
く
夏
は
冷
た
く
　
み
や
く
と

　
村
人
は
ぐ
く
む
里
の
湧
水
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
た
か
お

中
の
子
の
早
や
五
十
の
誕
生
日

　
食
事
す
ま
せ
て
さ
あ
カ
ラ
オ
ケ
へ
　
　
　
　
　
坂
本
　
竹
子
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０
０
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やりの気持ちを大切にしていこうね。そして世界一幸せな家庭をつくろうね♥

※多くの新婚ご夫婦の「新婚さん定住奨励金」の申請をお待ちしています。詳しくはお問い合わせください。
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た なかゆう き　　 え  み

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

す
す
き

　
　
　
　
　
　
　
　 

ひ
と
　 

ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

は   

げ
い 

と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

ま

ざ
い

リ
バ
イ
バ
ル

問い合わせ先　　まちづくり推進課　地域振興係　☎0968・86・5721 │広報なごみ│2016 October│24



文
芸
コ
ー
ナ
ー

人
権
の
窓
5

五
年
前
の
十
月
、
第
四
〇
回
熊
本
県
人
権
教
育
研

究
大
会
が
県
内
各
地
よ
り
お
よ
そ
二
千
七
百
名
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
日
目
の
全
体
会
で
被
差
別
部

落
出
身
の
渕
上
さ
ん
の
特
別
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

「
十
一
年
前
、
こ
の
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
被

差
別
部
落
出
身
だ
と
い
う
こ
と
が
ば
れ
な
い
よ
う
に
、

知
り
合
い
の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
か
ら
顔
を
隠
し
た
り
、

故
郷
で
開
催
さ
れ
た
分
科
会
場
に
は
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

子
ど
も
の
頃
の
運
動
会
の
リ
レ
ー
で
、
身
を
乗
り
出

し
て
「
が
ん
ば
れ
ー
」
と
応
援
し
て
く
れ
た
大
好
き

だ
っ
た
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
と
も
、
部
落
問
題
の
事
だ
け

は
話
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
婚
差
別
を
受
け
た
と
き
、

父
に
相
談
し
て
も
「
し
ょ
ん
な
か
た
い
。
在
の
人
だ
け

ん
」
と
し
か
返
し
て
く
れ
ず
、
そ
ん
な
親
を
恨
む
こ
と

し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

親
を
恨
む
こ
と
は
私
の
差
別
心
だ
っ
た
と
今
は
思
い

返
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
竹
の
皮

ぞ
う
り
の
作
り
方
を
む
ら
の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
か
ら
教

え
て
も
ら
っ
た
と
き
、
貧
し
い
暮
ら
し
を
恥
ず
か
し
い

と
思
い
込
ま
さ
れ
て
き
た
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
に
、
「
恥

ず
か
し
く
は
な
い
よ
。
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
し
た
た

か
な
生
き
方
で
す
よ
」
と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
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郷
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岡
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父
ち
ゃ
ん
の
着
流
し
姿
武
者
の
え
エ
　
　
　
　
　
大
山
こ
す
も
す

和
水
町
人
権
教
育
指
導
員

　
　緒
方 

正
雄

三加和公民館
だ　よ　り

図書室
本紹介

山
登
り
？
つ
ら
そ
う
だ
し
、
面
倒

く
さ
い
し
、
怖
い
し
…
そ
ん
な
あ
な
た

に
登
山
系
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
作
者

が
贈
る
、
日
帰
り
登
山
指
南
漫
画
。
山

用
具
選
び
か
ら
、
お
す
す
め
コ
ー
ス
の

数
々
、
そ
し
て
山
を
１
０
０
％
楽
し
め

る
登
り
方
ま
で
、
懇
切
丁
寧
に
指
導
し

ま
す
。
さ
あ
、
あ
な
た
も
あ
し
た
山
へ

行
き
ま
せ
ん
か
？

私
の
選
択
は
間
違
っ
て
い
た
の
で

す
か
？
真
面
目
に
、
正
直
に
、
懸
命
に

生
き
て
き
た
の
に
…
。
誰
に
も
言
え
な

い
苦
い
思
い
を
抱
い
て
、
女
た
ち
は
一

歩
一
歩
頂
上
を
目
指
す
。
新
し
い
景
色

が
、
小
さ
な
答
え
を
く
れ
る
。
ミ
ス
テ

リ
ー
で
は
な
い
、
湊
か
な
え
さ
ん
の
作

品
、
オ
ス
ス
メ
で
す
。

山
ご
は
ん
で
大
事
な
の
は
、
簡
単

で
手
早
く
で
き
る
こ
と
！
こ
の
本
で

は
、
身
近
な
食
材
・
加
工
食
品
を
使
っ

て
、
手
軽
に
で
き
る
75
の
レ
シ
ピ
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
山
で
食
べ
れ
ば
最
高

で
す
が
、
山
に
行
け
な
く
て
も
わ
が
家

で
〝
山
気
分
〞
が
味
わ
え
ま
す
。

㈱
ネ
コ
・
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

湊
か
な
え 

著
／
㈱
幻
冬
舎

『
日
帰
り
登
山
の
ス
ス
メ  

あ
し
た
、
山
へ
行
こ
う
！
』

『
山
ご
は
ん
12
か
月  
げ
ん
さ
ん
の
山
め
し
』

『
山
女
日
記
』

鈴
木
み
き 

著
／
㈱
講
談
社
文
庫

Message
Card

10
月
は
読
書
に
も
お
ス
ス
メ

の
季
節
で
す
が
、
絶
好
の
行
楽

シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
で
も
、
今
回
は
近
年
人
気

の
「
登
山
」
に
関
す
る
本
を
選

ん
で
み
ま
し
た
。

Q．入籍日は？
A．平成28年8月7日
Q．知り合ったきっかけは？
A．友人の紹介
Q．お互い何と呼び合っていますか？
A．夫：♥えみちゃん♥❤
　　妻：♥ゆうきくん♥
Q．生活していくなかで心がけていることは？
A．２人で協力し合い、いつも笑顔があふれる楽
しい家庭をつくること

Q．奥様から一言！
A．家のことも手伝ってくれてありがとう！これからも、何でも話し合い、お互い思い　
やりの気持ちを大切にしていこうね。そして世界一幸せな家庭をつくろうね♥

※多くの新婚ご夫婦の「新婚さん定住奨励金」の申請をお待ちしています。詳しくはお問い合わせください。

田中佑季・絵美さんご夫婦（立石）
た なかゆう き　　 え  み

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

す
す
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ひ
と
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は   

げ
い 

と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

ま

ざ
い

リ
バ
イ
バ
ル

問い合わせ先　　まちづくり推進課　地域振興係　☎0968・86・572125│広報なごみ│2016 October│



子育てサークル
ピノッキオでは、「親子の交流」「子育て相談」「子育ての情報提供」「子育てサークル支援」
などをとおして仲間つくりや子育てのサポートを行なっています。    

子育てのお話、情報交換、ママ友作りなどを目的に交流会を行なっています。
やってみたい事などがあれば話し合い、実施していきます。例えば、お菓子つくり、

料理、手芸、ストレッチなど講師を招くことも可能です。一緒に楽しみましょう。

　里帰りなどで、チャイルドシート・ジュニアシートが
必要な人は最長７日間貸し出します。詳しくは、住民
課健康福祉係（0968・34・3111）にお尋ねください。

チャイルドシート
短期間貸し出します

日　時 10月28日（金）　午前10時～正午

開設日 毎週月曜～金曜　午前９時～正午、午後１時半～４時

開設日 毎週　火・木・金
開設時間 午前10時～正午　午後１時～４時

基本事業①親子の交流　②育児相談　③情報提供　④子育て講座・講習

利用できる人 ０歳から就学前の子どもとその保護者・妊婦・子育て支援に携わる人
おじいちゃん、おばあちゃんとの利用も大歓迎です。
※原則として、和水町在住及び町内に勤務する人です。また、出産や休暇を利用して帰省中の人も利用できます。

利用料 無料

今月のイベント

場　所 中央公民館１階和室
予　約 予約は必要ではありませんが、参加したい人はお知らせ頂けると助かります。

絵本の読み聞かせ
絵本の他に手袋シアターなども楽し
みました。

ベビーマッサージ
子どもと触れ合うことの大切さや
楽しさを学びました。

そうめん流し
みなさん初めてのそうめん流し。
流れてくるそうめんを上手にす
くっていましたよ～。

英語で遊ぼう
英会話の先生と一緒に親子で英語
のお歌や絵本、ゲームを楽しみま
した。

寝相アート
寝相アートで夏の思い出の作品を
作りました。海水浴を楽しんでい
る様子で～す。

7

11 12 13 1410

4 5 63

18 19 20 2117

24

火 水 木 金月

自由にご利用ください。

はじめてピノッキオ
(初利用者対象）

（１０時半～１１時半） 自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

ピノッキオフレンズ
おやつ作り教室
(萩原公民館）

（要予約・７日まで）

25 26 27 28ベビーマミー
離乳食講座

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。

自由にご利用ください。 自由にご利用ください。

ピノッキオパーク
誕生会

（要予約・３日まで）

ピノッキオパーク
佐川急便さんの
交通安全教室

(10時～）

体育の日

ピノッキオパーク
親子ピク二ック

（ロマン館裏～古墳広場）

ピノッキオパーク
絵本の読み聞かせ
（ひばりの会）

身体測定
31 ピノッキオパーク

お芋掘り
（軍手持参）

おひさまタイム
(10時～11時）

自由にご利用ください。 自由にご利用ください。

※詳しくは『おたより』または、『ホームページ』をご覧ください。

「出張ひろば」午前　場所：和水町福祉センター（旧あばかん家）
・秋の野山を散歩して自然とふれあいましょう。ヤギや牛にも会えますよ。

10月

11日火

10月

4日火
「おもちゃ作り～赤ちゃんのほっぺ～」午後　予約受付終了しました。
・昨年好評だったホース落としを作ります。※午後は、妊婦＆0歳児親子限定です。

10月

20日木
「身体測定」午前・午後　☆昼ご飯OKの日☆（午前から午後まで連続して利用できます。）
・一日利用する人はお弁当をお持ちください。（パン屋さんも来られます。）

10月

25日火

「ハロウィンクッキー作り」午前　要予約18日(火)まで
・三加和公民館調理室にて
・持ってくる物　エプロン、三角巾、おんぶ紐

10月

18日火

「芋ほり」午前
・持ってくる物　汚れても良い服装、帽子、軍手、移植ごて、水筒、タオル
・老人会の人たちと一緒に芋ほりを楽しみましょう。

左のマークの日は、自由に利用できます。
イベントの日の午後からもご利用ください。  

子育てひろば

ピノッキオ

にこにこクラブ

問い合わせ先　菊水ひまわり園内　子育て支援センター　☎0968・86・5655

問い合わせ先　総合支所内　和水町子育てひろば　☎0968・34・3111（内線787）

『親子交流会』 
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注）１．妊婦本人のマイナンバー（個人番号）がわかるカー
ドと、交付届出人の本人確認ができる身分証明書
（運転免許証など）を持って来てください。

２．日程の都合がつかない人や総合支所での交付を希望
の人は、ご相談ください。

３．第２子以降の交付の場合には、上のお子さんの母子
健康手帳を持って来てください。

４．保健・栄養指導を１時間程度実施しますので、時
間に余裕をもっておいでください。

問い合わせ先　本庁　健康福祉課　保健予防係　☎0968・86・5724

母子健康手帳交付
受付場所

受付日時

本庁健康福祉課
毎週金曜日　午前９時～11時30分 

和水町立病院休日宿日直医表

休日在宅医表

※町立病院の日直医・宿直医は、変更になる場合があります。　
医師にかかる前には、必ず事前に問い合わせをして、担当医師
の確認をしてください。

日　　付 日　　直 宿　　直

10月 1日（土） 皮 膚 科 外 科

10月 2日（日） 皮 膚 科 外 科

10月 8日（土） 皮 膚 科 外 科

10月 9日（日） 皮 膚 科 外 科

10月10日（月） 外 科 外 科

10月15日（土） 外 科 外 科

10月16日（日） 外 科 外 科

10月22日（土） 外 科 外 科

10月23日（日） 外 科 外 科

10月29日（土） 外 科 外 科

10月30日（日） 外 科 外 科

問い合わせ先　和水町立病院　☎0968・86・3105

７カ月児健診6木
対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H28年2月生 13：30～ 健康管理
センター

４カ月児健診
対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H28年6月生 13：30～ 健康管理
センター

２カ月児健康相談4火
対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H28年7月生 9：30～ 保健
センター

２歳児歯科検診27木

20木

対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H26年
7月・8月生

9：30～ 保健
センター

３歳児健診13木
対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H25年
3月・4月生 13：30～ 健康管理

センター

２カ月児健康相談1火
対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H28年8月生 9：30～ 保健
センター

７カ月児健診10木
対
象
者

と
き

と
こ
ろ

H28年3月生 13：30～ 健康管理
センター

問い合わせ先　本庁　健康福祉課　保健予防係　☎0968・86・5724

と　　き 病　院　名 連　絡　先

10月 2日（日） 山﨑医院（和水町） 0968・34・2653

10月 9日（日） 和水町立病院 0968・86・3105

10月10日（月） 田辺クリニック（南関町） 0968・53・8211

10月16日（日） 田尻医院（南関町） 0968・53・0016

10月23日（日） さかき診療所（南関町） 0968・53・1125

10月30日（日） 森の里クリニック（和水町） 0968・34・2800

※熊本地震に伴い他市町村から避難している人（住民票の異動の有無に関わらず）も受診できます。希望され
るときは事前にご連絡ください。なお、対象になる可能性がある人がお近くにいらっしゃいましたら、直接
ご相談されるようお伝えください。
※乳幼児定期予防接種に関しても対応できる場合がありますので、ご相談ください。

※11月分は早い時期に実施する
　２つを載せています。

乳幼児健診10月

11月

27│広報なごみ│2016 October│



健康な成人で１日の牛乳・乳製品摂
取量の目安量は200mlです。授乳中
（母乳）の人１歳６ヶ月児から高校生
までの人は１日400mlになります。

A

人の動き　平成28年８月末日現在（先月比）

人　口 －17）

＋３）

－14）

－６）

10,598人（前月比 

（前月比

（前月比 

（前月比

男　性 4,990人
女　性 5,608人
世帯数 3,883世帯

出　生 ２人
死　亡 １６人
転　入 ２３人
転　出 ２６人

編集後記
先日、ニシヨリ株式会社熊本工場へ行ってき

ました。まちの話題にも掲載しましたが、同社
は操業以来40年以上にわたって、毎朝ラジオ
体操をしてきたそうです。長く続けるってすご
いなあと思います。スリープは、長年続けてい
るものがないので、早く夢中になれるものを見
つけたいです。                             スリープ ※納期限内には必ず納めましょう！

今月の納期

10月31日（月）まで

町県民税　３期
国民健康保険税 ４期
後期高齢者
    医療保険料　４期

……………… ３～４枚
………………… ½玉
…………… 大さじ２

………… 大さじ½
…………………… 300㏄

　… 大さじ１と½
…………… 大さじ６

❶Aをミキサーにかけておく。白菜、玉ねぎはみじん切りにす
る。

❷ごま油を熱し、しょうがを入れ香りが出たら、白菜、玉ねぎ
を炒める。

❸水、中華スープの素を入れ、野菜に火が通ったらAとコーン
を入れ、塩・こしょうで味をととのえる。

❹水溶き片栗粉（水大さじ１、片栗粉大さじ１）をまわし入れ、
とろみをつけて、最後にごま油（分量外）をまわし入れゴマ
をかける。

【材料（4人分量）】

【作り方】

白菜
玉ねぎ
ごま油
しょうが
水
中華スープの素
コーン

………………… 小さじ⅔
……………… 少々

…… 大さじ２
…………………… 少々

……………… 100ｇ
………………… 400㏄

塩
こしょう
水溶き片栗粉
ゴマ
コーン
牛乳

H22年生まれ（下津原東）

パパ   明希徳 さん
ママ   周　子 さん

大好きな結衣ちゃん。お
世話好きで優しい結衣
ちゃん。いつもありがと
う♡

H22年生まれ（牧野）

パパ   博　文 さん
ママ   磨理子 さん

我が家の末っ子長男☆元
気いっぱい、笑顔いっぱ
い！！年長さんの生活も
あと少し、色んなことが
んばって！！かっこいい
白ちゃんに期待してるよ
♡

H27年生まれ（萩原）

パパ   宗　仁 さん
ママ   順　子 さん

我が家のアイドル♡笑顔
に癒されています。お兄
ちゃんやお姉ちゃんたち
と仲良く元気に大きく
なってね！

お 詫 び と 訂 正
広報なごみ９月号で訂正がありま
す。５ページまちの話題の菊水史
談会の記事で写真の人物の標記に
誤りがありました。正しくは一番
左が横田氏、左から２番目が平田
会長です。また、19ページの休日
在宅医表で、和水クリニックの電
話番号に誤りがありました。正し
くは、０９６８・８６・６００１
です。おわびして訂正します。

丸 山
はく

白
と

虎
くん

池 松
むね

宗
はる

治
くん

石 原
ゆ

結
い

衣
ちゃん
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森
林

資
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を
大
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に

ー
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の
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は
エ

コ
マ
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認
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の
再

生
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用
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て
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。

旬の物を簡単ポ～ズ！はい

ポ～ズ！はい

コ
ー
ン
た
っ
ぷ
り

　ミ
ル
ク
中
華
ス
ー
プ

平
成

28年
10月

1日
発

行
2016 O

ctober

アレンジ
旬の物を簡単

写真大募集
　和水町在住のかわいい子どもさん（小学校入学前）の
写真を募集します。
❶ 子どもの氏名・ふりがな　❷ 行政区
❸ 保護者の氏名　❹ コメント（60字以内）
を添えて本庁まちづくり推進課または総合支所住民課ま
でお持ちください。
※応募多数の場合は順番での掲載となります。ご了承ください。
問い合わせ先 本庁  まちづくり推進課  企画調整係  ☎0968・86・5721

な
ご
み

広 報


